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四季の風薫る 

健幸で魅力あるまちづくりを目指して 
 

わが国では人口の減少が平成 20 年から始まっていますが、本市では

それよりも早く、平成 7年の約 4.2 万人から減少傾向が続いており、現

在約 3.3 万人となっています。そこで平成 26 年 9月から「人口減対策本

部」を設置して、独自の取り組みに着手しています。 

このような社会情勢を背景に、平成 26年 11 月に少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減

少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよ

い環境を確保して、将来にわたって活力ある日本社会を維持していくことを目的として、まち・

ひと・しごと創生に関する施策を総合的かつ計画的に実施するための「まち・ひと・しごと創生

法」が公布、施行されました。 

この法律で、各市町村は区域の実情に応じて、まち・ひと・しごと創生に関する目標、市町村

が講ずべき施策に関する基本的方向、施策を総合的かつ計画的に実施するために必要な事項を定

めた「市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略」を定め公表することを求められています。 

本市は、平成 28 年 1 月 1日、誕生から 10 周年という大きな節目を迎えます。"宇陀はひとつ"

という思いのもと、地域の一体感の醸成が図れてきていると実感しております。これを契機にさ

らに飛躍するために、将来のあるべき姿をしっかりと見据えたうえで市政運営に努めていかなけ

ればなりません。そのような中で、地域資源を最大限活用しながら産業振興・雇用創出、観光交

流の拡大に努め、地域の活性化や魅力あるまちづくりのためにイノベーションを推進するべく、

今後 5カ年の目標や施策の基本的方向、具体的な施策等をまとめた『宇陀市まち・ひと・しごと

創生総合戦略』をこのたび策定いたしました。 

本総合戦略においては、「薬草産業の復興や高原野菜のブランド化等による農林業の再生・活性

化」「子育て支援や教育の充実」「健幸都市ウェルネスシティ宇陀市の実現」「まちづくり協議会を

中心とした地域の連携」「小さな拠点の形成によるコンパクトなまちづくり」などを主要施策・事

業として位置づけており、それら取り組みを積極的に展開し、自分たちの地域に自信と誇りを持

てる魅力あるまちづくりを目指していきたいと考えております。 

そのためにも、市民のみなさまをはじめ、産・官・学・地域が一丸となって本総合戦略に取り

組んでいただき、ＰＤＣＡサイクルによる検証結果のもと、随時、必要な見直しを行っていきま

す。 

最後に、本総合戦略の策定にあたりご尽力いただいた「宇陀市まち・ひと・しごと創生総合戦

略策定委員会」の委員の皆さまをはじめ、ご協力・ご支援いただいた市民の皆さまや関係者の皆

さまに心より感謝申し上げます。 

 

 平成 27年 12 月 

 宇陀市長 
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1. 地方創生総合戦略について 

1.1 総合戦略策定の意義 

(1) 国による「まち・ひと・しごと創生」の取り組みについて 

国による「まち・ひと・しごと創生」の取り組みについて、その経緯を以下に概説する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 1 国の「まち・ひと・しごと創生」取り組みの経緯 

 

(2) 「宇陀市まち・ひと・しごと創生総合戦略」について 

国及び県が策定するまち・ひと・しごと創生総合戦略を踏まえ、まち・ひと・しごと創生法

に基づき、「宇陀市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下、「宇陀市総合戦略」という。）を

策定する。本市が少子高齢化、過疎化、地域経済の低迷に打ち克つべく、農業をはじめとする

産業の振興や健幸都市ウェルネスシティを目指した健康づくり活動の促進、結婚・出産・子育

て環境の充実等を図り、住みたい・住み続けたいと思える魅力あるまちづくりを実現する。 

 

1.2 総合戦略の概要 

宇陀市総合戦略は、『宇陀市総合計画』をはじめとする各種関連計画等に基づき、人口減少

や高齢化問題、地域の課題等の解決に向け、3 つの基本目標を定め、本市の特色や地域資源

を活かし住民に身近な施策を立案し事業を進めるものである。 

 

1.3 総合戦略の期間 

総合戦略の期間は、平成 27 年度から平成 31年度までの 5 年間とする。 

※将来にわたって活力ある日本社会を維持するための道
筋を実現する国の戦略であり、今後 5 ヶ年における政
府の施策の方向性を明示

※人口減少・超高齢化というわが国が直面する大きな課題に
対し、政府一体となって取り組み、各地域がそれぞれの特
徴を活かした自律的で持続的な社会を創生することを目
指し内閣官房に設置 

まち・ひと・しごと創生本部設立準備室 

平成 26 年 7 月 25 日 

※平成 27 年度中に「地方版総合戦略」を策定し、平成
28 年度より具体的事業を本格的に推進 

※本基本方針は、平成 27 年度の方向性を示すととも
に、本年末の国の「総合戦略」の改訂を通じ、平成 28
年度以降の施策展開に繋げる

まち・ひと・しごと創生本部 

平成 26 年 9 月 3 日（閣議決定） 

「まち・ひと・しごと創生法」 

平成 26 年 11 月 21 日 

『まち・ひと・しごと創生総合戦略』 
平成 26 年 12 月 27 日（閣議決定） 

『地方版 総合戦略』
【都道府県・市町村】 『まち・ひと・しごと創生基本方針 2015』 

平成 27 年 6 月 30 日（閣議決定） 

〈地方創生の深化〉 

※担当大臣が置かれる本部を設置 
※設立準備室は本部事務局へ移行 

※まち・ひと・しごと創生を進めるための基本となる法律が成立 

※地方自治体に対し、地方版の総合戦略
の策定を努力義務化
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2. 国の総合戦略について 

2.1 地方創生をめぐる現状認識 

地方創生は、将来にわたっての「人口減少問題の克服」と「成長力の確保」を図ることを

目指している。 

平成 27 年 6 月 30 日に閣議決定された「まち・ひと・しごと創生基本方針 2015－ローカル・

アベノミクスの実現に向けて－（以下、「国の創生基本方針」という。）」では、地方創生をめ

ぐるわが国の現状認識を、以下のように示している。 

1.わが国の人口減少の現状 

・歯止めがかからない人口減少 

・合計特殊出生率の低下（平成 26年 1.42） 

・過去最低の年間出生数（約 100 万人） 

2.東京一極集中の傾向 

・東京圏への転入超過（平成 26 年 11 万人、前年比 1.3 万人増） 

・若年層（特に若年女子）が流入 

3.地域経済の現状 

・地域経済の改善（有効求人倍率、一人当たり賃金、就業者数など雇用・所得面） 

・大都市圏に比べた消費回復の遅れ 

・顕在化する人手不足 

 

2.2 地方創生の基本方針 

国の創生基本方針では、平成 26 年 12 月 27 日の閣議決定で定められた国の「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」（以下、「国の総合戦略」という。）に掲げられた基本的な考え方（「人

口減少と地域経済縮小の克服」と「まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立」）の達成に向

けて作成された政策パッケージ・個別施策について、今後の対応の方向を取りまとめたもの

として定められた。これは、平成 27 年度における取り組みの方向性を示すとともに、平成

27 年末に見込まれる「総合戦略」の改定を通じて、平成 28 年度以降の施策展開につながる

ものである。 

国の創生基本方針である「まち・ひと・しごと創生基本方針 2015」において新たに示され

た地方創生の基本方針は、以下のとおりである。 
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(1) 国と地方の総合戦略策定から事業推進の段階へ 

国の創生基本方針では、「国と地方の総合戦略策定から事業推進の段階へ」について、以下

のように示している。 

○地方創生は平成 28 年度より具体的な事業を本格的に推進する段階に入る。 

○「国の総合戦略」や「地方版総合戦略」は、単年限りの取組ではなく、中長期的に示す

ものであり、客観的な指標で各政策の効果を検証し、目標達成に向けて不断に見直して

いく PDCA サイクルを組み込んでいる。 

○国及び地方公共団体は、具体的な事業の推進とその検証を通じて、各政策を真に効果の

高いものとしていくことにより、将来にわたっての「人口減少問題の克服」と「成長力

の確保」という長期的な目標を実現していく必要がある。 

 

(2) 「地方創生の深化」を目指す－ローカル・アベノミクスの実現－ 

国の創生基本方針では、「「地方創生の深化」を目指す－ローカル・アベノミクスの実現－」

について、以下のように示している。 

○地域経済に人材と資金を呼び込めるような、生産性の高い、活力に溢れた産業を形成し、

若者や女性、働き盛りの世代にとって魅力のある職場を生み出すことによって、ローカ

ル・アベノミクスの浸透を図ることが必要である。 

①各地域の「稼ぐ力」の引き出し、②熱意と意欲のある地域へのインセンティブ改革

を通じた「地域の総合力」の引き出し、③民間の創意工夫を最大限に活用した「民の

知見」の引き出し 

に取り組むことによって、人材と資金が積極的に地方に行き渡り、ひいては高度な技術

や情報等が全国津々浦々で共有されるような、活力ある日本経済を取り戻していくこと

が重要である 

 

(3) 新たな「枠組み」「担い手」「圏域」づくり 

○地方創生の深化のためには、従来の「縦割り」の事業や取組を超えた、新たな「枠組み」

づくり（官民協働及び地域連携）や新たな「担い手」づくり（地方創生の事業推進主体

の形成や専門人材の確保・育成）、生活経済実態に即した新たな「圏域」づくり（「広域

圏域」から「集落生活圏」まで）が重要となる。 

①新たな「枠組み」づくり 

②新たな「担い手」づくり 

③新たな「圏域」づくり 
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2.3 国の総合戦略における基本目標 

先に示したように、「地方創生の基本方針」は地方創生をめぐる現状認識を明確にしたうえ

で定められている。その基本方針を受けて政策の「基本目標」を明確に設定し、それに基づ

き適切な施策を内容とする「政策パッケージ」を提示するとともに、政策の進捗状況につい

て重要業績評価指標（KPI）で検証し、改善する仕組み（PDCA サイクル）を確立するとして

いる。 

こうした観点から、政策の「基本目標」については、日本の人口・経済の中長期展望を示

した「長期ビジョン」を踏まえ、総合戦略の目標年次である平成 32年において、国として実

現すべき成果（アウトカム）を重視した数値目標を設定するとともに、4 つの「基本目標」

を国レベルで設定し、地方における様々な政策による効果を集約し、人口減少の歯止め、「東

京一極集中」の是正を着実に進めていくとしている。 

地方創生をさらに深化させるために、国の創生基本方針では、平成 26年 12 月 27 日の閣議

決定で定められた国の総合戦略をベースに、基本目標を以下のように示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 2 国の総合戦略における基本目標設定のフロー図  

地方創生をめぐる現状認識 

地方創生の基本方針 ～地方創生の深化～ 

国の総合戦略における基本目標 

国の総合戦略における基本目標 

基本目標 1：地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする 

基本目標 2：地方への新しいひとの流れをつくる 

基本目標 3：若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

基本目標 4：時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、 

地域と地域を連携する 

国の総合戦略 
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3. 宇陀市総合戦略について 

宇陀市総合戦略における基本目標は、先に示した国の総合戦略の基本目標や、宇陀市人口

ビジョンを踏まえ、本市を取り巻く社会潮流動向、主な課題を勘案し、設定する。 

なお、本市の社会潮流動向及び課題に関する概要については、後頁で示す。 

宇陀市総合戦略の政策パッケージは、国の総合戦略で示されている政策パッケージを勘案

したうえで、宇陀市総合戦略の基本目標を踏まえて設定する。その際、宇陀市総合計画及び

各種関連計画等とも整合が取れるようにする。 

宇陀市総合戦略における施策や取り組み事業に関しては、本市の基本目標及び政策パッ

ケージを踏まえ、検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 3 宇陀市総合戦略策定フロー 

 

宇陀市を取り巻く社会潮流動向

宇陀市の課題 

国の総合戦略の 
基本目標

宇陀市総合戦略の基本目標 

国の総合戦略 宇陀市の総合戦略 

地方創生をめぐる
現状認識 

宇陀市総合戦略の 
施策・取り組み事業 
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3.1 本市の各種関連計画（目標、重点政策等） 

宇陀市総合計画をはじめとする現行の各種関連計画における目標や重点政策等は、以下に示す一覧のように定められている。 

 

表－ 1 本市の各種関連計画 

計画名称 ① 宇陀市総合計画後期基本計画
② 健幸都市 
“ウェルネスシティ宇陀市”構想 

③ 宇陀市 
子ども・子育て支援事業計画

④ 宇陀市 
地域公共交通網形成計画 

⑤ 宇陀市過疎地域自立促進計画 ⑥ 第３次 宇陀市行政改革大綱 

策定年月 平成 25 年 3 月 平成 26 年 3 月 平成 27 年 3 月 平成 27 年 4 月 平成 22 年 4 月 平成 26 年 12 月 

計画期間 平成 25 年度～平成 29 年度 平成 25 年度～平成 29 年度 平成 27 年度～平成 31 年度 平成 27 年度～平成 31 年度 平成 22 年度～平成 27 年度 平成 27 年度～平成 31 年度 

将来像、 

理念、 

目標 等 

【将来像】 

～協働と交流で築く ぬくもりの家

～ 

『自然と共生し、歴史・文化が育む

ふれあいと活力あるまち 宇陀市』

 

【基本理念】 

1.持続可能な環境保全のまちづくり

2.新しい時代の協働のまちづくり 

3.地域力（宇陀力）による「安全・

安心」なまちづくり 

4.歴史や文化を活かしたまちづくり

 

【基本目標】 

1.自然と共生した快適に暮らせるま

ち 

2.いきいきと健やかな安らぎのある

まち 

3.安全・安心でうるおいのある定住

のまち 

4.一人ひとりが輝き個性・創造を育

むまち 

5.地域資源を活かした産業・交流振

興のまち 

6.みんなで創る協働と参画のまち 

【構想の目標】 

健康寿命の延伸 

 

【大切にしたい考え方】 

1.健幸づくりはまちづくり 

2.生活の中で歩く 

3.市民総参加で取り組む健康づくり 

 

【施策の柱】 

1.病気の予防と健康づくり 

2.子どもたちの体力向上 

3.介護予防と生きがいづくりの推進 

4.歩きたくなる環境づくり、仕事が

続けられる環境づくり 

5.ともに支え合う地域づくり 

6.地域包括ケアシステムの構築 

【基本理念】 

子どもたちの笑顔あふれる 子育て

のしやすいまち 宇陀市 

 

【基本的な視点】 

(1)子どもの視点 

(2)次代を担う子どもを応援する視

点 

(3)家庭を支援する視点 

(4)地域社会全体での支援の視点 

(5)仕事と生活の調和（ワーク・ライ

フ・バランス）実現の視点 

(6)包括的な次世代育成支援の枠組

みの構築の視点 

 

【施策目標】 

(1)子どもが心身共に健やかに成長

するための支援 

(2)子どもの安全確保 

(3)子どもの人権尊重と権利意識の

推進 

(4)子育てを支援する生活環境づく

り 

(5)子育てと仕事の両立（ワーク・ラ

イフ・バランス）の支援 

(6)地域における子育ての支援 

【基本理念】 

市民総参加（宇陀力）による健康・

観光・交通まちづくり 

 

【基本方針】 

1.「健幸都市 ウェルネスシティ宇

陀市」実現を目指すまちづくりを

支える地域公共交通の維持・活性

化 

2.市域全体をカバーする地域公共交

通ネットワークの形成 

3.地域特性に応じた多様な交通手段

による持続可能な地域公共交通の

再編 

4.地域住民・交通事業者・行政が一

体となった地域公共交通の育成 

【将来像】 

～協働と交流で築く ぬくもりの家

～ 

『自然と共生し、歴史・文化が育む 

ふれあいと活力あるまち 宇陀市』 

 

【基本理念】 

1.持続可能な環境保全のまちづくり 

2.新しい時代の協働のまちづくり 

3.地域力（宇陀力）による「安全・

安心」なまちづくり 

4.歴史や文化を活かしたまちづくり 

【基本目標】 

「宇陀市の将来への礎の構築に向け

て」 

 

【重点対策】 

「人口対策本部」を設置し、人口減

対策に取り組む。 

 

【基本方針】 

①まちづくりと人づくりの改革 

②時代に即応した組織体制の確立 

③持続可能な財政運営 

その他 【重点政策】 

Ⅰ 産業振興 

（農業の先進地、6 次産業化、観

光拠点づくり、（仮称）宇陀市○○

王国構想［産業振興を推進するた

めの組織］ 

Ⅱ ウェルネスシティ 

（健康増進、生きがいづくり、医

療充実） 

Ⅲ 定住促進 

（都市と農村の交流、住環境の整

備） 

Ⅳ 市民協働 

（地域の活性化、地域力向上） 

【ウェルネスシティを推進する 3つ

のツール】 

(1)ラジオ体操の普及 

(2)健康ポイント 

(3)毎月のウェルネスポイント 

  【自立促進施策区分】 

1.産業の振興 

2.交通通信体系の整備・情報化及び

地域間交流の促進 

3.生活環境の整備 

4.高齢者等の保健及び福祉の向上及

び増進 

5.医療の確保 

6.教育の振興 

7.地域文化の振興等 

8.集落の整備 

9.その他地域の自立促進に関し必要

な事項 
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3.2 本市の社会潮流動向及び課題と総合戦略における基本目標・政策パッケージ 

社会潮流動向及び課題と、宇陀市総合戦略における基本目標と政策パッケージの関連は以下のとおりである。 

  

図－ 4 宇陀市総合戦略における基本目標と政策パッケージ 

宇陀市を取り巻く社会潮流動向 宇陀市の主な課題
宇陀市総合戦略の

基本目標と政策パッケージ

1.少子高齢化、人口減少の進行

【人口ビジョンにも関連する】

①生産年齢人口の減少に伴う活力の低下、税収減少

②加速する高齢化

③歯止めがかからない少子化

2.価値観、ライフスタイルの多様化

①個人の価値観に基づいた多様なライフスタイルの出現

②余暇時間の増大による消費形態の量から質への転換

③観光形態の多様化※1

④外国人観光客の増加※2

⑤滞在中消費活動の拡大※3

※1:日本観光振興協会より

※2:訪日外客数（日本政府観光局）より

※3:観光統計（観光庁）より

3.農林業の低迷

①農業後継者が育たない

②協力体制の不足による生産物の産地化や組織作りの遅れ

③新規就農支援体制がない

④木材需要及び木材価格の低迷

⑤農林業の衰退

4.持続可能な循環型社会の構築

①地球環境に配慮した持続可能循環型社会形成が求められる

②美しく豊かな自然環境との共生に基づくまちづくりの推進が必要

5.｢危機管理｣への関心の高まりとコミュニティの必要性

①南海トラフ地震など自然災害発生への不安の高まり

②食や消費生活に関する安全性など、様々な分野における｢危機管理｣

6.公共交通体系の大きな変化

①自家用車の普及と鉄道・バスの乗客数減少から、地方の公共交通体

系が大きく変化

②地域の高齢者などの公共交通手段確保が困難

③都市と地方の公共交通の地域格差拡大の懸念

④まちづくりとの連携を図りながら、持続可能な地域公共交通ネット

ワークの実現を図るための枠組みの整備

⑤地域公共交通網形成計画の策定

7.高度情報化の著しい展開

①情報通信分野の高度ネットワーク化がさらに進み、社会の様々な分

野での多様な活用への期待

②情報通信基盤を活用した地域情報化の推進

8.地方分権、規制緩和、行政改革など地域のまちづくりを取り巻く流れ

①「国から地方へ」の地方分権、「官から民へ」の規制緩和

②極めて厳しい地方行財政運営

③まちづくりの主役の変化

④まちづくり協議会による市民の協働と参画

1 .人口の社会減・自然減への対応

①人口の自然減や人口構造のアンバランス化による地域の活力低下

②保険・医療・福祉の連携の一層強化

③子どもから高齢者まで、健康で安心して暮らせるまちづくりを進めていくことが重要

④子どもにとって魅力的な教育の環境整備

3 .地域産業の振興と観光交流産業の活性化

①地域経済の活性化には、地域特性を活かした経済活動と雇用機会を確保することが重要

②既存産業を付加価値の高い商品にするとともに、地域産業の振興を図る必要がある

③農林業や商工業との連携により、自然や歴史・文化、景観等を活かした観光振興施策の強化が

重要

④豊富な地域資源を活用した体験型交流を一層促進することにより、多様化する観光客のニーズ

に的確に応える必要がある

4 .美しい自然環境の保全

①自然環境は、本市のかけがえのない財産である

②豊かで美しい自然と共生を図るため、市民一人ひとりが環境保全のまちづくりをめざすことが

必要

③環境に必要以上に負荷を与えないための努力と工夫

④省資源・資源循環型社会の形成

5 .安心の確保

①自然災害の恐ろしさと危機管理への取組み再認識

②市民一人ひとりの安全に対する意識の高揚を図り、安全なまちづくりを推進することが必要

6 .既存ストックの活用と地域情報化の推進及び持続可能な公共交通

①市民サービスの向上と効率的・効果的な利活用に向けた役割分担の明確化

②広域圏につながる主要幹線道路や市内の生活圏道路網の維持・整備を推進

7 .地域拠点の活性化と定住化の促進

①購買層の市外流出傾向が続き空洞化が進む市街地部の商店街街や小規模店舗

②地域住民等との連携により、景観整備など各地域の特性を活かした特色ある商業空間、形態の

創出を図る

③「福祉」や「健康」などの観点からも歩いて楽しめるコンパクトなまちづくりが求められる

④中心市街地部の求心力を高めるためには、人口の定住化を図らねばならない

⑤特に若者の定住対策、自然に恵まれた本市の特性を活かした魅力ある定住化対策が必要で、

多様なライフスタイルに対応した創意工夫が求められる

⑥新たな定住促進を図るため、広域的な観点で雇用環境を整備する必要がある

⑦定住の魅力を高めるための複合的な取り組みが必要

Ⅰ.しごと：地域資源を活かし育てるまちづくり

[1]基幹産業である農林業の再生・活性化
①1400年の伝統を受け継ぐ『薬草のまち宇陀』の全国発信

②高原野菜等のブランド化

③宇陀産材の普及及び森林の保全

[2]地域資源を活かした観光戦略
①四季折々の自然をはじめとする宇陀の地域資源で観光地の魅力を創造

②健幸都市宇陀ならではのスポーツツーリズムの推進

③宇陀のおもてなし、農家レストラン・農家民宿等の支援

④色彩豊かな宇陀づくり

[3]地場産業等への支援による仕事づくり
①未来に継承したい宇陀の地場産業等への支援

②ＩＣＴ等を活用し、宇陀の産業情報の発信や特産品等をＰＲ販売

Ⅱ.ひと：暮らしやすく交流が盛んなまちづくり

[1]暮らしやすい宇陀市への移住・定住の促進強化
①働きながら住み続けられるまちの推進

[2]結婚・出産・子育ての切れ目のない支援の充実
①婚活支援イベント等の充実

②誰もが子どもを産みやすい環境の充実

③子育て支援の充実

[3]子どもが心身ともに健やかに成長する教育環境の充実
①夢を育む教育環境の充実

②元気な子どもづくりの推進

Ⅲ.まち：地域が連携した安心・安全なまちづくり

[1]地域連携の強化
①市民が主役の地域づくり・まちづくりによる地域連携の強化

[2]健幸都市ウェルネスシティ宇陀市の実現
①健幸を目指したウェルネスシティの推進

[3]誰もが住み良いコンパクトなまちづくりの実現
①小さな拠点づくり

②地域公共交通の整備

8 .分権時代に即した協働の仕組みづくり

①すべての地区にまちづくり協議会を設置

②分権時代に即し、効率的かつ柔軟で即応性の高い施策の展開

③地域内での連携や活動が重要

④市民の手による市民のためのまちづくり

⑤積極的に住民活動を支援し、市民と行政が協働して公共サービスの向上をめざしていく必要

⑥世代や地域などを越えて交流し、支え合い助け合う暮らしの展開

2 .高齢化への対応

①高齢者単身、高齢者夫婦世帯の増加

②高齢者自身の体の健康に加えて気持ちの元気も重要となるため、介護予防と生きがいづくりな

どの対応が必要
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3.3 宇陀市総合戦略の基本目標の設定 

国の総合戦略では長期ビジョンを踏まえ、「しごと」と「ひと」の好循環を確立するため、

地方における「しごと」づくり及び移住の促進や地元での就職率向上に着手し、地方への新

しい「ひと」の流れをつくるとともに、その好循環を支える「まち」に活力を取り戻そうと

している。 

また、宇陀市人口ビジョンの将来推計結果においても、少子高齢化とともに人口の減少（社

会減、自然減）が進み、高齢化が加速する一方で同時に生産年齢人口も減少することが示さ

れている。人口の減少に歯止めをかけるため、宇陀市人口ビジョンでは本市が目指すべき将

来の方向性を以下のように設定している。 

＜宇陀市人口ビジョンにおける本市が目指すべき方向性＞ 

・子どもを産み育てるための課題を解決するには期間を要するため、早期に結婚、出産 

子育て環境の改善を図る 

・社会増減は人口増減への影響が短期的にも効果があるため、転出者の「本市に戻りた 

い」意向、転入者の「本市に永住したい」意向に対する対応を早期に図るとともに、 

更に生産年齢人口の世代の転出減少、転入増加のための施策を講じる必要がある 

前頁で示している本市を取り巻く社会潮流動向や主な課題がある中で、国の総合戦略や宇

陀市人口ビジョンを踏まえて、宇陀市総合戦略では「地域資源を活かして育てるまちづくり」

（しごと）、「暮らしやすく交流が盛んなまちづくり」（ひと）、「地域が連携した安心・安全な

まちづくり」（まち）の 3つを基本目標として設定する。 

以下に、国の総合戦略と宇陀市総合戦略の基本目標を示す。 

 

表－ 2 国の総合戦略と宇陀市総合戦略の基本目標 

基 本 目 標 

国の総合戦略 宇陀市総合戦略 

① 
地方にしごとをつくり、安心して働けるようにす

る 
Ⅰ しごと：地域資源を活かして育てるまちづくり 

② 地方への新しいひとの流れをつくる 
Ⅱ ひと：暮らしやすく交流が盛んなまちづくり 

③ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

④ 
時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る

とともに、地域と地域を連携する 
Ⅲ まち：地域が連携した安心・安全なまちづくり 
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3.4 宇陀市総合戦略の政策パッケージの設定及び基本的方向 

宇陀市総合戦略の政策パッケージは、国の総合戦略で示されている政策パッケージを勘案

したうえで、先に示した宇陀市総合戦略の基本目標を踏まえ、かつ宇陀市総合計画及び各種

関連計画等とも整合のとれた政策パッケージを設定する。 

以下に、国の総合戦略と宇陀市総合戦略の政策パッケージを示す。 

 

表－ 3 国の総合戦略と宇陀市総合戦略の基本目標と政策パッケージ 

基本目標及び政策パッケージ 

国の総合戦略 宇陀市総合戦略 

【基本目標１】地方にしごとつくり安心して働けるよ

うにする 

【基本目標Ⅰ】しごと：地域資源を活かし育てるまち

づくり 

【政策パッケージ】 

【1】生産性の高い、活力に溢れた地域経済実現に向け

た総合的取組 

【2】観光業を強化する地域における連携体制の構築 

【3】農林水産業の成長産業化 

【4】「プロフェッショナル人材」の確保等 

【政策パッケージ】 

1.基幹産業である農林業の再生・活性化 

2.地域資源を活かした観光戦略 

3.地場産業等への支援による仕事づくり 

【基本目標２】地方への新しいひとの流れをつくる 【基本目標Ⅱ】ひと：暮らしやすく交流が盛んなまち

づくり 

【政策パッケージ】 

【1】地方移住の支援 

【2】「日本版 CCRC」構想の推進 

【3】企業の地方拠点強化等 

【4】政府関係機関の地方移転 

【5】地方大学等の活性化 

【政策パッケージ】 

1.暮らしやすい宇陀市への移住・定住の促進強化 

2.結婚・出産・子育ての切れ目のない支援の充実 

3.子どもが心身ともに健やかに成長する教育環境の充

実 

【基本目標３】若い世代の結婚・出産・子育ての希望

をかなえる 

【政策パッケージ】 

【1】少子化対策における「地域アプローチ」の推進 

【2】出産・子育て支援 

【3】働き方改革 

【基本目標４】時代に合った地域をつくり、安心なく

らしを守るとともに、地域と地域を連携する 

【基本目標Ⅲ】まち：地域が連携した安心・安全なま

ちづくり 

【政策パッケージ】 

【1】まちづくり・地域連携 

【2】「小さな拠点」の形成（集落生活圏の維持） 

【3】地域医療介護提供体制の整備等 

【4】東京圏の医療・介護問題・少子化問題への対応 

【政策パッケージ】 

1.地域連携の強化 

2.健幸都市ウェルネスシティ宇陀市の実現 

3.誰もが住み良いコンパクトなまちづくりの実現 
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表－ 4 宇陀市総合戦略の基本的方向 

基本 

目標 

宇陀市総合戦略の

政策パッケージ
基本的方向 

Ⅰ 

1.基幹産業であ

る農林業の再

生・活性化 

1400 年の伝統を受け継ぐ薬草産業の復興を目指すとともに、高原野菜のブランド化及び

認定を促進し、基幹産業である農林業の取り組みを強化する。 

■薬草の生産拡大から関連する商品・サービスの創出等を総合的に行い、『薬草発祥の地

宇陀』から全国に薬草の魅力の発信を行う。 

■高原野菜等のブランド化を促進するとともに、6次産業化により、地域ブランド商品の開発を図る。

■林業の持続的で健全な発展のために、宇陀産材の需要拡大を図る。 

2.地域資源を活

かした観光戦

略 

自然、歴史、文化、景観など、宇陀市が全国に誇る豊かな地域資源を積極的に活用し、近隣

自治体との広域連携をはじめとする観光戦略により、来訪者の増加を図り交流を活発にする。

■宇陀市への関心や興味を持ってもらえるよう、地域の魅力を発信するとともに、様々な

イベントの開催や受け入れ態勢を整える。 

■スポーツツーリズムのより一層の普及により、宇陀市民だけではなく、広く市外からの

来訪者との交流を深める。 

3.地場産業等へ

の支援による

仕事づくり 

宇陀市が全国に誇る伝統産業・地場産業が将来へ継承できるように、新しくチャレンジす

る事業への支援・産業情報や特産品の積極的なＰＲを行う。 

■産・官・学の連携及び大手と中小の企業の連携等により、『ひと・もの・かね』が循環す

るネットワークを構築することで、宇陀市の地場産業や新しい事業の展開を目指す。 

Ⅱ 

1.暮らしやすい

宇陀市への移

住・定住の促

進強化 

宇陀市への移住・定住を促進するために、ＩＣＴ等を積極的に活用して、宇陀市の魅力発

信に繋げる。 

■市外からの転入を増やすだけでなく、市民の転出を食い止めるために、各種情報の発信

や定住支援を行う。 

2.結婚・出産・

子育ての切れ

目のない支援

の充実 

宇陀市民が安心して結婚・出産・子育てを行えるように、切れ目のない支援制度の充実や

環境の整備を図る。 

■同窓会やイベントの開催により、出会いやきっかけづくりなどの結婚支援のサポートを図る。

■妊娠から出産・子育てまで支援制度の充実を図る。 

■子育てに対する個別の支援だけでなく、地域全体で支援する体制を整える。 

3.子どもが心身

ともに健やか

に成長する教

育環境の充実

子どもたちの笑顔がいつもあふれている宇陀市をつくるために、子どもの成長を支える。

■幼児期の教育環境を整えることにより、子どもの能力を向上させ、心身ともに健やかな

成長を支援する。 

■就学前・小学校・中学校の連携を充実させ、『生きる力を育む教育』の充実や『豊かな

地域教育力』の構築を図る。 

■子どもたちの市・地域への郷土愛の醸成を図りながら、次世代を担う子どもの育成を目指す。

Ⅲ 

1.地域連携の強

化 

まちづくり協議会を中心に、地域の連携と地域の課題解決を図り、市民が主役の地域づく

り・まちづくりを目指す。 

■地域全体で身近な支え合いを行うことで、市民の健康で安心した生活に繋げる。 

■医療介護・防災への対応力を高めるため、宇陀市とその周辺地域との連携を強化できる

ように支援する。 

2.健幸都市ウェ

ルネスシティ

宇陀市の実現

市民の誰もが健康で幸せと思えるまち、生きがいを感じ、安心して豊かな生活を送れるま

ちを推進する。 

■市民一人ひとりが楽しみながら、日常的に運動に取り組めるような仕組みを充実させる。 

■地域の人々が健康イベントで顔を合わすことで、人のつながりを強化するとともに、健

康増進意識の向上を目指す。 

■高齢となって介護が必要となっても、住み慣れた地域で安心して暮らし続けることがで

きるよう「医療」「介護」「介護予防」「生活支援」「すまい」が適切に提供される地域包

括ケアシステムの構築を目指す。 

3.誰もが住み良

いコンパクト

なまちづくり

の実現 

市街地や地域の拠点をネット（網状）で結ぶことで、各地域の中心地及び市街地周辺への

アクセスを向上させ、市民生活に身近な商店街や公共施設、快適な住環境が整ったコンパ

クトなまちづくりの実現を目指す。 

また、地域住民・交通事業者・行政が一体となって持続可能な地域公共交通を育てること

によって、地域間の連携を強化する。 

■コンパクトなまちづくりに向けて、県と市が連携協定を締結の上、協働でプロジェクト

を実施し、駅前のアクセスや利便性を向上させるとともに、都市機能を充実させる各種

施設を整備し、多くの人々が集まれるようにする。 

■地域資源を活用して市外からの来訪者を受け入れるだけでなく、地域住民の生活が向上

するようなまちづくりを行う。 

■公共交通が生活に密着し、より利用しやすいものとなるように、地域住民・交通事業者・

行政が一体となって検討する。 
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3.5 宇陀市総合戦略の施策・取り組み事業の設定 

(1) 宇陀市総合戦略における施策・取り組み事業の検討フロー 

宇陀市総合戦略における施策・取り組み事業は、国の総合戦略を参考にした宇陀市総合戦

略（3 つの基本目標及び政策パッケージ）をベースとし、先に示した本市を取り巻く社会潮

流動向に対する本市の課題を踏まえて、各組織で検討のうえ、決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 5 宇陀市総合戦略における施策・取り組み事業の検討フロー 

 

注：計画期間である 5 年間で区切ることができない主要施策やハード整備に関する主要施策は、総合戦略の趣旨

に合致しないため活用しない。 

 

  

各組織 

国の総合戦略の

基本目標 

宇陀市総合戦略の施策・取り組み事業 

宇陀市人口減 
対策本部・ 

本部会 

宇陀市を取り巻く社会潮流動向 

宇陀市の課題 

宇陀市まち・ 
ひと・しごと 
創生総合戦略 
策定委員会 

市役所各課各種関連計画 住民アンケート

宇陀市総合戦略の 
基本目標 

宇陀市議会 

宇陀市 

人口ビジョン 
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本

⽬
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Ⅰ
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ご
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地
域

資
源
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活

か
し
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て

る
ま

ち
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く
り
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．基
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産
業
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農
林
業
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活
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．地
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資
源
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か
し
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光
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略
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産
業
等
へ
の
 
援
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①
1
4
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0
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薬

草
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ま
ち
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陀
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②
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の
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③
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陀
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①
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産
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ＩＣ

Ｔ
等

を
活
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し
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宇

陀
の
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業
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産

品
等

を
Ｐ

Ｒ
販

売

①
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②
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③
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④
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業
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業

者
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業
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光

誘
致

促
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⽀
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１
．
基

幹
産

業
で

あ
る

農
林

業
の

再
生

・
活

性
化

 

1
4

0
0

年
の

伝
統

を
受

け
継

ぐ
薬

草
産

業
の

復
興

を
目

指
す

と
と

も
に

、
高

原
野

菜
の

ブ
ラ

ン
ド

化
及

び
認

定
を

促
進

し
、

基
幹

産
業

で
あ

る
農

林
業

の
取

り
組

み
を

強
化

し
ま

す
。

 

■
薬

草
の

生
産

拡
大

か
ら

関
連

す
る

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

創
出

等
を

総
合

的
に

行
い

、『
薬

草
発

祥
の

地

宇
陀

』
か

ら
全

国
に

薬
草

の
魅

力
の

発
信

を
行

い

ま
す

。
 

■
高

原
野

菜
等

の
ブ

ラ
ン

ド
化

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

6
次

産
業

化
に

よ
り

、
地

域
ブ

ラ
ン

ド
商

品

の
開

発
を

図
り

ま
す

。
 

■
林

業
の

持
続

的
で

健
全

な
発

展
の

た
め

に
、

宇
陀

産
材

の
需

要
拡

大
を

図
り

ま
す

。
 

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）

 
平

成
2

7
年

基
準

値
 

平
成

3
1

年
目

標
値

 
担

当
課
 

薬
草

を
活

用
し

た
商

品
開

発
品

目
数

 

薬
草

生
産

者
数

 

機
能

性
表

示
件

数
 

木
材

搬
出

量
 

有
害

鳥
獣

被
害

額
 

0
品

目
 

2
人

 

0
件

 

8
,9

50
 

 

1
1
,6

0
0

千
円

 

3
0

品
目

 

1
00

人
 

1
0

件
 

1
7
,1

5
0

 
 

8
,1

20
千

円
 

産
業

企
画

課
 

農
林

課
 

 

具
体
的
な
施

策
①
 

1
4

0
0

年
の

伝
統

を
受

け
継

ぐ
『

薬
草

の
ま

ち
宇

陀
』

の
全

国
発

信
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

薬
草

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

 
■

薬
草

を
活

用
し

た
ま

ち
づ

く
り

事
業

 

・
市

の
産

業
と

し
て

大
和

ト
ウ

キ
を

は
じ

め
新

た
な

薬
草

栽
培

に
つ

い
て

の
支

援
を

行
う

 

・
薬

草
等

を
活

用
し

た
６

次
産

業
化

に
つ

い
て

の
支

援
及

び
薬

草
事

業
に

よ
る

雇
用

促
進

を
図

る
 

・
薬

草
料

理
の

レ
シ

ピ
開

発
等

を
は

じ
め

と
し

た
、

薬
草

を
学

ぶ
た

め
の

支
援

を
行

う
 

・
地

域
ブ

ラ
ン

ド
化

の
推

進
に

よ
り

地
域

活
性

化
を

図
る

 

・
地

域
の

生
産

者
や

商
工

業
者

が
連

携
し

て
、

地
域

の
自

然
的

、
歴

史
的

、
文

化
的

関
連

性
を

活
か

し
、

地
域

の
イ

メ
ー

ジ
と

ブ
ラ

ン
ド

化
を

結
び

付
け

、
好

循
環

を
生

み
出

す
こ

と

に
よ

り
、

地
域

経
済

の
活

性
化

を
図

る
 

・
ゆ

か
り

あ
る

企
業

（
ロ

ー
ト

製
薬

等
）

と
の

連
携

を
図

る
 

■
薬

草
加

工
施

設
支

援
事

業
 

・
市

内
で

生
産

さ
れ

た
薬

草
、

農
産

物
の

６
次

産
業

化
を

目
指

す
た

め
に

、
加

工
施

設
及

び
レ

ン
タ

ル
事

業
所

の
整

備
を

行
う

 

■
全

国
薬

草
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
事

業
 

・「
全

国
薬

草
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」

を
開

催
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

地
域

を
挙

げ
て

薬
草

ビ
ジ

ネ
ス

や
取

り
組

み
を

推
進

す
る

 

■
薬

猟
発

祥
の

地
「

宇
陀

」
Ｐ

Ｒ
事

業
 

・
1

4
0

0
年

前
か

ら
現

在
に

至
る

ま
で

の
宇

陀
と

薬
の

関
わ

り
を

現
在

の
風

景
を
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な
が

ら
空
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に

よ
る
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ロ
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シ
ョ

ン
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デ
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を
作

成
す

る
 

・
薬

猟
壁

画
の
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プ
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カ

作
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に
よ

る
ブ

ラ
ン

ド
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と

し
て

、
壁

画
を

市
内

に
設

置
し

、
薬

の
ま
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と

し
て

全
国

に
ア

ピ
ー

ル
し
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ラ

ン
ド

力
を

築
く

 

  
 

数
値

目
標

 

・
新

規
農

業
就

業
者

：
8

名
 (
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2
6
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 ⇒
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3
1
)
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光
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数
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1
2
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万
人

 (
H
2
6
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⇒

 1
5
0

万
人

 (
H
3
1
)
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具
体
的
な
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②
 

高
原
野
菜
等

の
ブ
ラ

ン
ド
化
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

特
産

品
等

認
定

開
発

補
助

事
業

 
・

宇
陀

市
の
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産

物
等
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産
品

又
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産
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促

進
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る

 

・
市

内
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生
産

さ
れ

た
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産
物
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活
用

し
た

魅
力

あ
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品
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い
て
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助
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６
次

産
業

化
を

図
る

 

機
能

性
表

示
支

援
事

業
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栽

培
を

推
奨

し
て

い
る

黒
豆
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大

和
ト

ウ
キ

等
の

機
能

性
を

調
査

・
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析
す

る
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と
に

よ
り

、
他

市
の

生
産

物
・

加
工

品
と

差
別

化
を

図
り

、
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加
価

値
を

つ
け

る
 

有
害

鳥
獣

対
策

の
強

化
 

・
野

生
鳥

獣
に

よ
る

農
林

産
物

へ
の

被
害

を
防

止
す

る
た

め
、

有
害

鳥
獣

の
侵

入
防

止
を

目
的

と
し

た
防

除
施

設
の

設
置

を
行

う
等

で
頭

数
削

減
及

び
鳥

獣
被

害
に

遭
い

に
く

い
環

境
の

整
備

強
化

を
図

る
 

・
有

害
鳥

獣
の

個
体

数
を

減
ら

す
た

め
の

人
材

育
成

を
図

る
 

 

具
体
的
な
施

策
③
 

宇
陀
産
材
の

普
及
及

び
森
林

の
保
全
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

木
材

出
荷

促
進

事
業

 
・

地
域

資
源

を
活

用
し

た
新

た
な

経
済

循
環

を
目

指
す

た
め

、
作

業
道

開
設

等
の

事
業

展
開

を
行

う
こ

と
で

、
雇

用
創

出
を

図
る

 

宇
陀

市
産

木
材

利
用

促
進

事
業

 
・

木
材

需
要

の
大

部
分

を
占

め
る

住
宅

工
事

に
お

い
て

、
市

内
で

生
産

さ
れ

た
木

材
の

利
用

を
し

た
者

に
市

内
経

済
の

消
費

喚
起

を
期

待
で

き
る

市
内

流
通

商
品

券
を

交
付

す
る

 

 

２
．
地

域
資

源
を

活
か

し
た

観
光

戦
略

 

自
然

、
歴

史
、

文
化

、
景

観
な

ど
、

宇
陀

市
が

全
国

に

誇
る

豊
か

な
地

域
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
、
近

隣
自

治

体
と

の
広

域
連

携
を

は
じ

め
と

す
る

観
光

戦
略

に
よ

り
、

来
訪

者
の

増
加

を
図

り
交

流
を

活
発

に
し

ま
す

。
 

■
宇

陀
市

へ
の

関
心

や
興

味
を

持
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
、

地
域

の
魅

力
を

発
信

す
る

と
と

も
に

、
様

々
な

イ
ベ

ン

ト
の

開
催

や
受

け
入

れ
態

勢
を

整
え

ま
す

。
 

■
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
よ

り
一

層
の

普
及

に
よ

り
、

宇
陀

市
民

だ
け

で
は

な
く

、
広

く
市

外
か

ら
の

来
訪

者

と
の

交
流

を
深

め
ま

す
。

 

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）

 
平

成
2

7
年

基
準

値
 

平
成

3
1

年
目

標
値

 
担

当
課
 

宿
泊

観
光

客
数

 

新
規

商
品

（
着

地
型

含
む

）
の

造
成

数
 

農
家

レ
ス

ト
ラ

ン
・
農

家
民

宿
数

 

2
5
,0

0
0

人
 

1
商

品
 

0
件

 

4
0
,0

0
0

人
 

2
0

商
品

 

5
件

 

産
業

企
画

課
 

商
工

観
光

課
 

生
涯

学
習

課
 

ま
ち

づ
く
り

支
援

課
 

 

具
体
的
な
施

策
①
 

四
季
折
々
の

自
然
を

は
じ
め

と
す
る

宇
陀
の
地
域
資
源

で
観
光

地
の
魅

力
を
創
造
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

宿
泊

事
業

者
誘

致
事

業
 

・
昭

和
5

5
年

に
建

設
さ

れ
た

「
保

養
セ

ン
タ

ー
美

榛
苑

」
に

つ
い

て
、

豊
富

な
地

域
資

源
や

立
地

条
件

を
活

用
で

き
る

宿
泊

事
業

者
を

誘
致

し
、

公
設

民
営

か
ら

民
設

民
営

へ
と

運
営

形
態

を
移

行
し

、
宿

泊
観

光
客

数
の

増
加

を
図

る
 

観
光

誘
致

促
進

事
業

 
■

団
体

旅
行

誘
致

促
進

事
業

 

・
市

内
へ

団
体

観
光

客
誘

致
の

為
、

市
内

の
宿

泊
施

設
お

よ
び

観
光

施
設

等
を

利
用

し
た

団
体

旅
行

を
実

施
す

る
事

業
者

に
助

成
金

を
交

付
す

る
 

■
観

光
客

誘
致

事
業

 

・
宇

陀
市

の
玄

関
口

で
あ

る
近

鉄
榛

原
駅

前
に

新
た

に
観

光
案

内
所

を
設

置
す

る
等

で
、

観
光

客
の

利
便

性
の

向
上

や
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

の
充

実
を

図
る

 

■
記

紀
万

葉
推

進
事

業
 

・
平

成
2

4
年

は
「

古
事

記
」

編
纂

1
3

0
0

年
、

3
2

年
は

「
日

本
書

記
」

編
纂

1
3

0
0

年
と

な
り

、
奈

良
県

と
も

連
携

を
し

な
が

ら
宇

陀
市

で
は

、
記

紀
万

葉
集

を

関
連

づ
け

た
事

業
を

展
開

す
る

 

ま
ち

な
か

食
べ

歩
き

チ
ケ

ッ
ト

造
成

事
業

 
・

市
内

の
和

菓
子

や
飲

食
料

販
売

店
を

募
り

、
食

べ
歩

き
マ

ッ
プ

を
作

成
す

る
 

・
食

の
魅

力
の

造
成

に
よ

り
来

訪
者

を
増

加
さ

せ
る
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具
体
的
な
施

策
②
 

健
幸
都
市
宇

陀
な
ら

で
は
の

ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

還
暦

野
球

推
進

事
業

 
・

宇
陀

市
の

涼
し

い
気

候
を

活
か

し
た

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

推
進

す
る

た
め

に
、

リ
ピ

ー
ト

交
流

人
口

の
増

加
と

町
お

こ
し

を
兼

ね
て

大
会

を
開

催
し

、
継

続
的

な

経
済

効
果

、
安

定
的

な
交

流
人

口
の

増
加

を
図

る
 

ま
た

、
企

業
と

連
携

し
て

取
り

組
み

を
進

め
る

こ
と

で
、

更
な

る
Ｐ

Ｒ
効

果
を

図
る

 

・
還

暦
野

球
の

開
催

を
通

し
て

、
還

暦
野

球
の

ま
ち

・
健

幸
都

市
ウ

ェ
ル

ネ
ス

シ
テ

ィ
の

全
国

的
な

Ｐ
Ｒ

を
図

る
 

自
転

車
の

ま
ち

づ
く

り
事

業
 

・
健

康
づ

く
り

、
体

力
づ

く
り

の
ツ

ー
ル

と
し

て
、

自
転

車
が

人
気

に
な

っ
て

き
て

い
る

こ
と

や
、

平
成

2
7

年
度

に
近

畿
高

等
学

校
自

転
車

競
技

大
会

の
開

催
を

契
機

に
、『

自
転

車
の

ま
ち

づ
く

り
』

を
目

指
し

、
競

技
看

板
等

の
設

置
を

行
う

 

・
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
高

等
学

校
競

技
の

み
な

ら
ず

、
様

々
な

カ
テ

ゴ
リ

ー
の

競
技

や
サ

イ
ク

リ
ン

グ
大

会
の

誘
致

、
自

転
車

交
通

安
全

教
室

の
開

催
な

ど
、
“

自

転
車

の
ま

ち
・

奈
良

・
宇

陀
”

と
認

知
さ

れ
る

よ
う

全
国

に
発

信
す

る
 

・
自

転
車

の
ま

ち
づ

く
り

と
し

て
の

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ロ
ー

ド
・

サ
イ

ク
ル

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
整

備
を

図
る

 

大
和

高
原

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

・
東

部
振

興
の

拠
点

を
目

指
し

て
ス

ポ
ー

ツ
施

設
等

の
充

実
を

図
り

、
四

季
の

風
薫

る
宇

陀
市

の
中

で
、

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

を
は

じ
め

、
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
一

層
の

推
進

を
目

指
す

 

 

具
体
的
な
施

策
③
 

宇
陀
の
お
も

て
な
し

、
農
家

レ
ス
ト

ラ
ン
・
農
家
民
宿

等
の
支

援
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

お
も

て
な

し
の

ま
ち

づ
く

り
 

～
農

家
レ

ス
ト

ラ
ン

・
農

家
民

宿
支

援
事

業
～

 

・
市

内
で

農
家

レ
ス

ト
ラ

ン
・

農
家

民
宿

等
に

取
り

組
む

団
体

等
に

対
す

る
側

面
か

ら
の

支
援

、
農

業
研

修
生

に
対

す
る

空
き

家
を

活
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
支

援
を

検
討

す
る

（
初

年
度

活
動

運
転

資
金

補
助

、
空

き
家

・
空

き
店

舗
等

の
改

修
工

事
補

助
等

）
 

・
各

団
体

間
で

連
携

し
た

取
り

組
み

を
推

進
し

、
地

域
間

競
争

力
を

産
み

出
し

、
全

体
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
 

・
農

業
・

薬
草

事
業

に
お

け
る

成
功

事
例

の
メ

デ
ィ

ア
・

Ｆ
Ｂ

を
通

じ
て

発
信

し
、

新
た

な
農

家
レ

ス
ト

ラ
ン

・
農

家
民

宿
等

の
起

業
者

を
支

援
す

る
 

 

具
体
的
な
施

策
④
 

色
彩
豊
か
な

宇
陀
づ

く
り
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

か
え

で
植

樹
推

進
事

業
 

・
約

1
,2

0
0

種
類

、
3

,0
0

0
本

の
世

界
的

に
も

類
の

な
い

収
集

量
を

誇
る

「
奈

良
カ

エ
デ

の
郷

ひ
ら

ら
」

の
認

知
度

向
上

を
目

指
す

と
と

も
に

、
カ

エ
デ

の
苗

を
参

加
者

、
施

設
利

用
者

等
に

配
付

し
、

色
彩

豊
か

な
宇

陀
市

を
目

指
す

 

宇
陀

四
季

彩
推

進
事

業
 

■
観

光
地

に
お

け
る

自
然

環
境

の
保

護
及

び
植

栽
 

・
四

季
折

々
の

花
の

植
栽

等
を

行
い

、
一

年
を

通
じ

た
彩

り
美

し
い

宇
陀

の
観

光
地

を
形

成
す

る
と

と
も

に
、

観
光

地
の

自
然

環
境

を
獣

害
防

護
柵

等
で

保
護

す
る

 

■
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
等

夜
間

イ
ベ

ン
ト

の
拡

充
 

・
既

存
の

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

イ
ベ

ン
ト

等
を

拡
充

し
、

自
然

と
環

境
を

活
か

し
た

新
た

な
観

光
イ

ベ
ン

ト
に

よ
り

、
夜

間
の

誘
客

拡
大

、
宿

泊
推

進
を

図
る

 

■
自

然
環

境
や

観
光

地
の

ブ
ラ

ン
ド

を
い

か
し

た
着

地
商

品
の

造
成

 

・
観

光
地

が
も

つ
ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
を

目
指

し
、

自
然

環
境

を
活

か
し

た
着

地
型

商
品

の
造

成
を

お
こ

な
う
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３
．
地

場
産

業
等

へ
の

支
援

に
よ

る
仕

事
づ

く
り

 

宇
陀

市
が

全
国

に
誇

る
伝

統
産

業
・

地
場

産
業

が
将

来
へ

継
承

で
き

る
よ

う
に

、
新

し
く

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る

事
業

へ
の

支
援

・
産

業
情

報
や

特
産

品
の

積
極

的
な

P
R

を
行

い
ま

す
。

 

■
産

・
官

・
学

の
連

携
及

び
大

手
と

中
小

の
企

業
の

連

携
等

に
よ

り
、
『

ひ
と

・
も

の
・

か
ね

』
が

循
環

す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

こ
と

で
、

宇
陀

市
の

地
場

産
業

や
新

し
い

事
業

の
展

開
を

目
指

し
ま

す
。

 

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）

 
平

成
2

7
年

基
準

値
 

平
成

3
1

年
目

標
値

 
担

当
課
 

進
出

企
業

数
 

市
内

伝
統

産
業

後
継

者
数

 

市
内

事
業

所
の

創
業

件
数

 

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
利

用
事

業
者

数
 

1
件

 

0
人

 

1
件

 

3
0

社
 

5
件

 

1
2

人
 

5
件

 

6
0

社
 

産
業

企
画

課
 

商
工

観
光

課
 

 

具
体
的
な
施

策
①
 

未
来
に
継
承

し
た
い

宇
陀
の

地
場
産

業
等
へ
の

支
援
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

企
業

立
地

推
進

事
業

 
・

企
業

立
地

手
続

き
の

簡
素

化
、

迅
速

化
を

図
る

た
め

の
窓

口
一

元
化

及
び

企
業

が
進

出
、

既
存

企
業

が
増

設
し

や
す

い
体

制
を

整
備

し
、

企
業

の
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

支

援
策

を
検

討
す

る
 

・
企

業
目

的
に

適
合

し
た

土
地

の
造

成
を

実
施

す
る

等
、

受
け

入
れ

環
境

の
整

備
を

図
る

 

・
地

域
経

済
循

環
創

造
事

業
を

推
進

し
、「

あ
と

一
歩

」
で

実
現

で
き

る
よ

う
な

地
域

活
性

化
に

資
す

る
事

業
に

つ
い

て
支

援
を

図
る

 

商
品

企
画

支
援

事
業

 
・

市
内

の
農

産
物

や
加

工
品

等
を

大
都

市
圏

の
百

貨
店

や
大

手
ス

ー
パ

ー
等

と
継

続
し

て
取

引
を

行
っ

て
い

く
た

め
、

商
品

企
画

や
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
開

発
、

様
々

な
相

談

等
に

よ
り

市
内

事
業

者
を

支
援

し
、

地
域

所
得

の
向

上
を

図
る

 

う
だ

チ
ャ

レ
ン

ジ
ア

シ
ス

ト
補

助
金

事
業

 
・

市
内

事
業

者
が

行
う

自
社

製
品

の
販

路
拡

大
事

業
に

対
し

、
そ

の
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
こ

と
で

、
市

産
業

の
活

性
化

を
図

る
 

中
小

企
業

等
施

設
改

修
・

設
備

投
資

補
助

金
 

・
施

設
改

修
や

設
備

投
資

に
対

し
て

補
助

を
行

う
こ

と
で

、
市

産
業

の
活

性
化

を
図

る
 

宇
陀

市
伝

統
技

術
後

継
者

育
成

事
業

 
・

奈
良

県
と

宇
陀

市
の

地
場

産
業

に
認

定
さ

れ
て

い
る

毛
皮

革
産

業
や

草
木

染
め

等
を

は
じ

め
と

す
る

伝
統

産
業

の
後

継
者

を
全

国
ま

た
市

内
よ

り
募

集
し

、
そ

れ
ぞ

れ

の
事

業
者

と
マ

ッ
チ

ン
グ

さ
せ

支
援

、
産

業
の

安
定

化
、

発
展

及
び

継
承

を
図

る
 

創
業

・
既

存
企

業
等

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

 
・

奈
良

県
立

大
学

・
宇

陀
商

工
会

・
市

内
金

融
機

関
（

南
都

銀
行

・
大

和
信

用
金

庫
・

J
A

な
ら

け
ん

）
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

創
業

支
援

計
画

を

策
定

し
、

包
括

的
に

創
業

者
や

既
存

企
業

・
個

人
商

店
等

を
支

援
し

て
い

く
と

と
も

に
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
や

、
宇

陀
市

独
自

の
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

等

の
支

援
も

検
討

す
る

 
 

具
体
的
な
施

策
②
 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を

活
用
し

、
宇
陀

の
産
業

情
報
の
発

信
や
特

産
品
等

を
Ｐ
Ｒ

販
売
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

中
小

企
業

・
個

人
店

舗

等
情

報
提

供
事

業
 

・
国

、
県

、
市

及
び

そ
の

他
の

支
援

機
関

の
産

業
情

報
を

一
元

化
す

る
情

報
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

を
立

ち
上

げ
る

 

特
産

品
・

名
産

品
Ｐ

Ｒ
事

業
 

・
市

内
の

特
産

品
や

名
産

品
、

観
光

情
報

や
イ

ベ
ン

ト
情

報
の

年
間

を
通

し
た

Ｐ
Ｒ

、
も

の
づ

く
り

体
験

等
を

通
じ

て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
販

売
の

促
進

、
販

路
拡

大
及

び
知

名
度

の
向

上
を

図
り

、
宇

陀
市

へ
の

来
訪

者
を

増
や

す
と

と
も

に
、

地
域

所
得

の
向

上
、

産
業

の
活

性
化

を
図

る
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基
本

⽬
標

Ⅱ
 

ひ
と

：
暮

ら
し

や
す

く
交

流
が

盛
ん

な
ま

ち
づ

く
り

１
．暮
ら
し
や
す
い
宇
陀
市
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
強
化

３
． 
ど
も
が
 
 
と
も
に
健
や
か
に
成
 
す
る
教
育
環
境
の
充
実

２
．結
婚
・
出
産
・
 
育
て
の
切
れ
 
の
な
い
 
援
の
充
実

①
働

き
な

が
ら

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
の

推
進

①
婚

活
支

援
イ

ベ
ン

ト
等

の
充

実

①
夢

を
育

む
教

育
環

境
の

充
実

空
き

家
・

空
き

店
舗

等
の

活
⽤

事
業

同
窓

会
開

催
補

助
事

業
（

ア
タ

ッ
ク

25
）

②
誰

も
が

子
ど

も
を

産
み

や
す

い
環

境
の

充
実

出
産

祝
い

⾦
⽀

給
事

業

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
事

業
 

等

③
子

育
て

支
援

の
充

実

⼦
ど

も
に

育
て

ら
れ

る
地

域
づ

く
り

 
 

 
 

地
域

⼦
育

て
サ

ポ
ー

ト
事

業
 

便
利

な
⽥

舎
 

 
宇

陀
の

レ
シ

ピ
事

業
 

⼀
般

不
妊

治
療

助
成

事
業

結
婚

⽀
援

事
業

 
 

宇
陀

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

パ
ー

テ
ィ

ー
 

空
き

家
情

報
バ

ン
ク

事
業

定
住

促
進

奨
励

⾦
交

付
事

業

う
だ

⼦
ど

も
元

気
づ

く
り

 
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業

⼦
ど

も
の

夢
を

育
て

る
「

夢
教

室
」

事
業

  等

学
校

給
⾷

地
産

地
消

促
進

事
業

②
元

気
な

子
ど

も
づ

く
り

の
推

進

平
成

榛
原

⼦
供

の
も

り
公

園
 

 
再

⽣
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
  等

⼦
育

て
世

代
定

住
⽀

援
事

業
  等

幼
児

教
育

環
境

充
実

事
業

英
語

教
育

推
進

事
業

－18－



    

１
．

暮
ら

し
や

す
い

宇
陀

市
へ

の
移

住
・
定

住
の

促
進

強
化

 

宇
陀

市
へ

の
移

住
・

定
住

を
促

進
す

る
た

め
に

、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

を
積

極
的

に
活

用
し

て
、

宇
陀

市
の

魅
力

発
信

に
繋

げ
ま

す
。

 

■
市

外
か

ら
の

転
入

を
増

や
す

だ
け

で
な

く
、

市
民

の
転

出
を

食
い

止
め

る
た

め
に

、
各

種
情

報
の

発

信
や

定
住

支
援

を
行

い
ま

す
。

 

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）

 
平

成
2

7
年

基
準

値
 

平
成

3
1

年
目

標
値

 
担

当
課
 

移
住

相
談

件
数

 

空
き

家
バ

ン
ク

登
録

件
数

 

6
0

件
 

2
0

件
 

1
20

件
 

6
0

件
 

ま
ち

づ
く
り

支
援

課
 

人
権

推
進

課
 

 

具
体
的
な
施

策
①
 

働
き
な
が
ら

住
み
続

け
ら
れ

る
ま
ち

の
推
進
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

空
き

家
・

空
き

店
舗

等
の

活
用

事
業

 
・

改
修

補
助

金
に

よ
り

、
空

き
家

・
空

き
店

舗
等

を
商

業
目

的
で

の
利

活
用

に
繋

げ
る

 

・
起

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

の
積

極
的

な
活

用
に

よ
り

、
空

き
家

・
空

き
店

舗
等

の
活

用
に

繋
げ

る
 

女
性

の
た

め
の

就
業

支
援

事
業

 
・

生
産

年
齢

人
口

が
減

少
し

て
い

く
中

で
、

意
欲

の
あ

る
女

性
が

活
躍

で
き

る
環

境
を

整
備

し
て

い
く

こ
と

は
、

労
働

力
確

保
の

観
点

の
み

な
ら

ず
、

経
済

を
活

性
化

す
る

観

点
か

ら
も

不
可

欠
な

課
題

と
な

っ
て

い
る

 

そ
の

た
め

、
女

性
の

能
力

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
よ

う
、

地
域

の
実

情
に

合
わ

せ
た

女
性

の
活

躍
促

進
に

向
け

た
就

労
支

援
を

行
う

 

空
き

家
情

報
バ

ン
ク

事
業

 
・

所
有

者
か

ら
の

物
件

情
報

を
市

と
協

定
を

結
ん

だ
宅

建
業

者
が

確
認

し
、

市
内

外
の

希
望

者
に

市
H

P
を

通
じ

て
情

報
発

信
し

、
空

き
家

の
有

効
活

用
を

図
る

 

ま
た

、
登

録
者

ま
た

は
購

入
者

に
対

し
て

、
家

財
道

具
等

の
処

分
費

補
助

を
行

う
 

定
住

促
進

奨
励

金
交

付
事

業
 

・
市

外
か

ら
の

U
IJ

タ
ー

ン
者

の
転

入
促

進
と

、
市

民
の

転
出

を
抑

制
し

定
住

化
を

図
る

と
と

も
に

、
活

力
あ

る
地

域
づ

く
り

を
支

援
す

る
た

め
、

市
内

で
の

住
宅

取
得

者
が

一
定

の
要

件
を

満
た

せ
ば

定
住

促
進

奨
励

金
（

市
内

流
通

商
品

券
）

を
交

付
す

る
 

榛
原

駅
周

辺
若

者
定

住
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

・
都

市
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

等
と

連
携

し
て

、
公

有
地

・
民

有
地

の
有

効
活

用
も

含
め

た
ま

ち
づ

く
り

を
構

想
す

る
（

例
：

複
合

図
書

館
・

チ
ャ

レ
ン

ジ
シ

ョ
ッ

プ
・

民
間

デ
ベ

ロ
ッ

パ
ー

や
ミ

ニ
開

発
等

）
 

子
育

て
世

代
定

住
支

援
事

業
 

・
子

育
て

世
代

（
1

8
歳

ま
で

の
子

ど
も

が
い

る
世

帯
）

の
転

入
転

居
を

支
援

す
る

た
め

、
定

住
促

進
奨

励
金

に
加

え
て

、
1

8
歳

以
下

の
子

ど
も

が
い

る
世

帯
に

対
し

て
奨

励

金
（

市
内

流
通

商
品

券
）

を
交

付
す

る
 

宇
陀

の
魅

力
発

信
事

業
 

・
移

住
・

定
住

の
促

進
に

向
け

て
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
・

メ
デ

ィ
ア

等
の

媒
体

を
積

極
的

に
活

用
し

、
宇

陀
の

魅
力

を
発

信
す

る
 

事
業

メ
ニ

ュ
ー

例
：

移
住

者
の

声
を

集
め

た
「

移
住

定
住

Ｐ
Ｒ

冊
子

」
の

作
成

 
等

 

 
 

数
値

目
標

 
・合

計
特

殊
出

生
率

：0
.9

0
 (

H
2
5
)
 ⇒

 1
.4

0
 (

H
3
1
)
 
 
・人

口
移

動
（社

会
減

）：
 約

3
0
0

人
/
年

（H
2
2
-
H
2
6

平
均

） 
⇒

 1
5
0

人
/
年

（H
3
1
） 
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２
．

結
婚

・出
産

・
子

育
て

の
切

れ
目

の
な

い
支

援
の

充
実

 

宇
陀

市
民

が
安

心
し

て
結

婚
・

出
産

・
子

育
て

を

行
え

る
よ

う
に

、
切

れ
目

の
な

い
支

援
制

度
の

充
実

や
環

境
の

整
備

を
図

り
ま

す
。

 

■
同

窓
会

や
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

に
よ

り
、

出
会

い
や

き
っ

か
け

づ
く

り
な

ど
の

結
婚

支
援

の
サ

ポ
ー

ト

を
図

り
ま

す
。

 

■
妊

娠
か

ら
出

産
・

子
育

て
ま

で
支

援
制

度
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

 

■
子

育
て

に
対

す
る

個
別

の
支

援
だ

け
で

な
く

、
地

域
全

体
で

支
援

す
る

体
制

を
整

え
ま

す
。

 

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）

 
平

成
2

7
年

基
準

値
 

平
成

3
1

年
目

標
値

 
担

当
課
 

出
生

届
け

出
件

数
 

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
利

用
者

数
 

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
活

動
件

数
 

一
時

預
か

り
利

用
者

数
 

1
44

件
 

6
,7

00
人

 

1
30

件
 

1
,3

50
人

 

1
75

件
 

7
,5

00
人

 

2
50

件
 

1
,5

00
人

 
ま

ち
づ

く
り

支
援

課
 

こ
ど

も
未

来
課

 

健
康

増
進

課
 

 

具
体
的
な
施

策
①
 

婚
活
支
援
イ

ベ
ン
ト

等
の
充

実
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

同
窓

会
開

催
補

助
事

業
（

ア
タ

ッ
ク

2
5

）
 

・
同

窓
会

を
通

じ
て

故
郷

宇
陀

市
を

再
認

識
し

、
同

世
代

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

を
目

指
し

、
再

会
に

よ
る

出
会

い
の

場
を

創
出

す
る

た
め

に
、

同
窓

会
の

開
催

に
対

し
て

補
助

を
行

う
 

結
婚

支
援

事
業

 

～
宇

陀
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
パ

ー
テ

ィ
ー

～
 

・
結

婚
支

援
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、

カ
ッ

プ
ル

の
成

立
と

市
内

で
住

む
夫

婦
の

増
加

を
目

指
す

 

  
具

体
的
な
施

策
②
 

誰
も
が
子
ど

も
を
産

み
や
す

い
環
境

の
充
実
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

出
産

祝
い

金
支

給
事

業
 

・
新

生
児

の
誕

生
日

を
祝

い
、

健
や

か
な

成
長

を
願

っ
て

祝
い

の
品

（
市

内
流

通
商

品
券

）
を

贈
る

 

一
般

不
妊

治
療

助
成

事
業

 
・

一
般

不
妊

治
療

に
要

す
る

費
用

の
一

部
を

助
成

し
、

不
妊

治
療

を
行

っ
て

い
る

市
民

の
経

済
的

負
担

を
軽

減
さ

せ
る

 
  

具
体
的
な
施

策
③
 

子
育
て
支
援

の
充
実
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

便
利

な
田

舎
 

～
宇

陀
の

レ
シ

ピ
事

業
～

 

■
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

事
業

 

・
生

後
４

ヶ
月

ま
で

の
乳

児
が

い
る

す
べ

て
の

家
庭

に
、

助
産

師
も

し
く

は
保

健
師

が
訪

問
し

、
育

児
や

子
育

て
支

援
に

つ
い

て
の

相
談

を
行

う
 

■
フ

ァ
ー

ス
ト

バ
ー

ス
デ

ー
祝

い
品

事
業

 

・
子

ど
も

の
１

歳
の

誕
生

日
を

祝
い

、
絵

本
を

介
し

た
親

子
の

ふ
れ

あ
い

及
び

幼
児

期
か

ら
本

に
親

し
む

習
慣

が
生

ま
れ

る
よ

う
絵

本
を

贈
る

 

■
ベ

ビ
ー

シ
ー

ト
貸

与
事

業
 

・
新

生
児

か
ら

６
ヶ

月
未

満
の

乳
児

を
保

護
擁

護
し

て
い

る
方

を
対

象
に

ベ
ビ

ー
シ

ー
ト

を
貸

与
し

、
乳

児
の

安
全

と
保

護
者

の
経

済
的

負
担

を
軽

減
さ

せ
る

 

■
ぴ

か
ぴ

か
1

年
生

応
援

事
業

 

・
子

育
て

世
帯

に
よ

る
教

育
支

援
と

し
て

、
子

育
て

家
庭

の
経

済
的

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、

小
学

校
及

び
中

学
校

入
学

を
迎

え
る

家
庭

に
市

内
流

通
商

品
券

を
贈

る
 

■
ト

リ
プ

ル
チ

ル
ド

レ
ン

事
業

 

・
多

子
世

帯
に

よ
る

子
育

て
・

教
育

支
援

と
し

て
、

子
ど

も
の

生
活

の
安

定
や

福
祉

の
増

進
を

図
る

た
め

、
多

子
世

帯
家

庭
に

市
内

流
通

商
品

券
を

贈
る

 

三
世

代
フ

ァ
ミ

リ
ー

同
居

・
近

居
応

援
事

業
 

・
子

ど
も

を
安

心
し

て
産

み
育

て
ら

れ
、

ま
た

高
齢

者
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

健
康

で
幸

せ
な

住
環

境
を

創
る

た
め

に
、

宇
陀

市
外

よ
り

親
世

帯
と

同
居

ま
た

は
近

居
す

る
こ

と
と

し
た

子
ど

も
世

帯
に

対
し

、
転

入
転

居
費

用
の

一
部

と
し

て
市

内
流

通
商

品
券

を
贈

る
 

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
事

業
 

・
育

児
の

し
や

す
い

子
育

て
家

庭
に

向
け

、
子

育
て

を
地

域
で

相
互

援
助

し
、

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

育
て

る
こ

と
が

で
き

る
支

援
を

行
う
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子
ど

も
に

育
て

ら
れ

る
地

域
づ

く
り

 
 

～
地

域
子

育
て

サ
ポ

ー
ト

事
業

～
 

・
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
等

が
中

心
と

な
り

、
育

児
の

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
と

地
域

の
子

ど
も

に
体

験
事

業
を

通
じ

地
域

間
の

交
流

と
学

び
の

場
を

提
供

す
る

 

病
後

児
保

育
事

業
 

・
子

ど
も

が
病

気
の

回
復

期
に

あ
り

、
保

育
所

等
が

利
用

で
き

ず
、

保
護

者
も

就
労

等
で

保
育

で
き

な
い

場
合

の
保

育
を

行
う

 

一
時

預
か

り
事

業
 

・
保

護
者

の
私

用
等

に
よ

り
一

時
的

に
家

庭
で

保
育

が
で

き
な

い
場

合
、

一
時

的
に

保
育

を
行

う
 

 

３
．
子

ど
も

が
心

身
と

も
に

健
や

か
に

成
長

す
る

教
育

環
境

の
充

実
 

子
ど

も
た

ち
の

笑
顔

が
い

つ
も

あ
ふ

れ
て

い
る

宇
陀

市

を
つ

く
る

た
め

に
、

子
ど

も
の

成
長

を
支

え
て

い
き

ま
す

。
 

■
幼

児
期

の
教

育
環

境
を

整
え

る
こ

と
に

よ
り

、
子

ど
も

の

能
力

を
向

上
さ

せ
、

心
身

と
も

に
健

や
か

な
成

長
を

支
援

し
ま

す
。

 

■
就

学
前

・
小

学
校

・
中

学
校

の
連

携
を

充
実

さ
せ

、
『

生

き
る

力
を

育
む

教
育

』
の

充
実

や
『

豊
か

な
地

域
教

育
力

』

の
構

築
を

図
り

ま
す

。
 

■
子

ど
も

た
ち

の
市

・
地

域
へ

の
郷

土
愛

の
醸

成
を

図
り

な

が
ら

、
次

世
代

を
担

う
子

ど
も

の
育

成
を

目
指

し
ま

す
。

 

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）

 
平

成
2

7
年

基
準

値
 

平
成

3
1

年
目

標
値

 
担

当
課
 

預
か

り
保

育
利

用
者

数
 

Ａ
Ｌ

Ｔ
配

置
教

員
数

 

学
校

給
食

地
産

地
消

率
（
野

菜
・
き

の
こ

類
） 

5
,0

00
人

 

3
人

 

1
0
.5

％
 

6
,0

00
人

 

5
人

 

2
0
.0

％
 

こ
ど

も
未

来
課

 

教
育

総
務

課
 

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

 

農
林

課
 

公
園

課
 

 

具
体
的
な
施

策
①
 

夢
を
育
む
教

育
環
境

の
充
実
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

幼
児

教
育

環
境

充
実

事
業

 
■

ラ
イ

ブ
リ

ー
チ

ル
ド

レ
ン

事
業

 

・
運

動
用

具
の

整
備

や
音

楽
用

具
の

整
備

を
行

い
、

そ
れ

ら
の

活
動

を
行

う
こ

と
で

、
子

ど
も

た
ち

の
能

力
向

上
を

図
る

 

■
預

か
り

保
育

事
業

 

・
通

常
の

幼
稚

園
教

育
時

間
の

終
了

後
預

か
り

保
育

を
行

う
 

■
臨

床
心

理
士

の
配

置
 

・
福

祉
、

教
育

分
野

で
の

専
門

的
知

識
を

も
っ

た
心

理
士

を
配

置
し

、
特

別
支

援
児

童
に

対
し

て
幼

児
期

か
ら

の
早

期
対

応
に

努
め

る
 

■
幼

児
教

育
専

門
員

の
派

遣
 

・
宇

陀
市

幼
児

教
育

を
特

色
あ

る
も

の
と

す
る

為
、

専
門

的
知

識
を

も
っ

た
講

師
を

招
き

、
園

児
及

び
職

員
の

指
導

を
行

い
、

次
代

を
担

う
子

ど
も

の
育

成
と

幼
児

教
育

の
質

の
向

上
を

目
指

す
 

英
語

教
育

推
進

事
業

 
・

す
べ

て
の

中
学

校
に

A
L
T

を
配

置
す

る
こ

と
で

さ
ら

な
る

英
語

教
育

の
充

実
を

目
指

す
 

・
各

中
学

校
区

に
A

L
T

を
配

置
す

る
こ

と
で

、
小

学
校

、
幼

稚
園

等
と

の
連

携
が

と
れ

、
外

国
語

活
動

教
育

の
充

実
、

児
童

、
生

徒
の

英
語

力
の

向
上

に
つ

な
げ

る
 

・
現

代
社

会
に

お
い

て
重

要
な

国
際

感
覚

を
身

に
つ

け
ら

れ
る

教
育

環
境

を
整

え
る

こ
と

に
よ

り
、

子
育

て
世

代
の

宇
陀

市
へ

の
移

住
を

促
進

す
る

 

子
ど

も
の

夢
を

育
て

る
「

夢
教

室
」

事
業

 
・「

夢
の

教
室

」
を

開
催

し
、

夢
を

持
つ

こ
と

の
大

切
さ

、
な

か
ま

と
協

力
す

る
こ

と
の

大
切

さ
、

フ
ェ

ア
プ

レ
ー

精
神

の
大

切
さ

を
児

童
に

伝
え

る
 

学
び

の
広

場
Ｕ

Ｄ
Ａ

プ
ラ

ン
・

学
力

向
上

推

進
事

業
 

・
宇

陀
市

内
の

幼
保

園
・

小
中

学
校

の
教

職
員

を
対

象
に

、
学

力
向

上
の

研
修

会
や

公
開

事
業

の
実

践
等

を
行

う
こ

と
で

、
職

員
一

人
ひ

と
り

の
自

己
肯

定
感

や
自

信
を

育
み

、
保

育
内

容
や

授
業

改
善

、
教

職
員

の
指

導
力

向
上

、
学

校
・

園
の

教
育

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

等
の

活
用

に
よ

り
児

童
生

徒
の

学
力

向
上

を
図

る
 

学
力

学
習

状
況

調
査

事
業

 
・

小
学

校
5

年
生

・
中

学
校

2
年

生
を

対
象

と
し

、「
標

準
学

力
調

査
」

を
実

施
し

、
児

童
生

徒
の

学
力

や
学

習
状

況
を

把
握

・
分

析
す

る
こ

と
で

、
各

学
校

に
お

け
る

児
童

生
徒

へ
の

教
育

指
導

の
充

実
や

学
習

状
況

の
改

善
等

を
目

指
す

 

学
校

・
地

域
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
事

業
 

・「
子

ど
も

活
動

支
援

事
業

」
や

「
放

課
後

子
ど

も
教

室
」

を
実

施
し

、
学

校
・

家
庭

・
地

域
が

一
体

と
な

り
、

地
域

ぐ
る

み
で

子
育

て
を

す
る

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
で

、

子
ど

も
自

身
の

力
を

伸
ば

し
、

青
少

年
の

健
全

育
成

と
地

域
の

連
帯

、
ふ

れ
あ

い
を

深
め

る
こ

と
を

目
指

す
 

中
学

校
・

乳
幼

児
ふ

れ
あ

い
体

験
事

業
 

・
中

学
生

が
生

命
の

誕
生

や
成

長
に

つ
い

て
学

び
、

ま
た

、
乳

幼
児

や
そ

の
保

護
者

と
の

交
流

を
通

し
て

、
命

の
大

切
さ

や
子

ど
も

に
対

す
る

保
護

者
の

思
い

と
子

育
て

の
大

切
さ

を
知

る
こ

と
で

、
自

分
や

周
り

の
人

も
大

切
に

思
う

こ
と

が
で

き
、

命
の

尊
さ

を
学

ぶ
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具
体
的
な
施

策
②
 

元
気
な
子
ど

も
づ
く

り
の
推

進
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

学
校

給
食

地
産

地
消

促
進

事
業

 
・

学
校

給
食

で
の

地
産

地
消

を
促

進
し

、
新

鮮
で

美
味

し
い

地
場

産
給

食
を

目
指

し
て

、
Ｊ

Ａ
や

農
産

物
直

売
所

と
連

携
し

た
仕

組
み

づ
く

り
を

目
指

す
 

う
だ

子
ど

も
元

気
づ

く
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

 

・「
子

ど
も

の
体

力
向

上
」

を
目

指
し

、「
子

ど
も

元
気

ダ
ン

ス
」

を
策

定
し

、
市

内
各

こ
ど

も
園

等
で

カ
リ

ュ
キ

ュ
ラ

ム
に

取
入

れ
、

子
ど

も
の

運
動

能
力

の
向

上
や

音
楽

リ
ズ

ム
の

向
上

を
目

指
す

 

平
成

榛
原

子
供

の
も

り
公

園
再

生
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

 

・「
子

供
の

も
り

活
性

化
協

会
」

を
中

心
に

子
供

の
も

り
の

教
室

等
の

企
画

運
営

に
つ

い
て

検
討

を
し

、
よ

り
一

層
の

充
実

を
図

り
市

内
外

か
ら

の
来

場
者

を
増

や
し

宇
陀

市
の

魅
力

を
感

じ
て

も
ら

う
こ

と
を

目
指

す
 

事
業

メ
ニ

ュ
ー

例
①

：
既

存
事

業
の

充
実

（
カ

ヌ
ー

教
室

や
木

工
教

室
等

の
拡

大
）

 

事
業

メ
ニ

ュ
ー

例
②

：
花

苗
の

植
栽

（
四

季
の

花
を

植
え

る
こ

と
に

よ
る

季
節

の
彩

り
の

充
実

、
ハ

ー
ブ

園
の

充
実

、
ハ

ー
ブ

ク
ッ

キ
ン

グ
パ

ー
テ

ィ
の

開
催

）
 

事
業

メ
ニ

ュ
ー

例
③

：
市

民
や

各
種

団
体

と
の

連
携

（
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
の

協
力

、
学

校
な

ど
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
募

る
こ

と
に

よ
る

事
業

の
推

進
）

 

子
ど

も
フ

ェ
ス

タ
事

業
 

・「
子

ど
も

フ
ェ

ス
タ

」
を

開
催

し
、

遊
び

体
験

を
通

じ
て

仲
間

づ
く

り
や

参
加

者
の

交
流

を
深

め
る

と
と

も
に

、
豊

か
な

感
性

を
育

み
、

未
来

を
担

う
子

ど
も

た
ち

の
健

全
育

成
に

努
め

る
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室
生
地
域

榛
原
地
域

大
宇
陀
地
域

菟
田
野
地
域

基
本

⽬
標

Ⅲ
 

ま
ち

：
地

域
が

連
携

し
た

安
⼼

・
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
１
．地
域
連
携
の
強
化

２
．健
幸
都
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
宇
陀
市
の
実
現

３
．誰
も
が
住
み
良
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

①
市

民
が

主
役

の
地

域
づ

く
り
・

ま
ち

づ
く
り

に
よ

る
地

域
連

携
の

強
化

①
健

幸
を

目
指

し
た

ウ
ェ

ル
ネ

ス
シ

テ
ィ

の
推

進
①

小
さ

な
拠

点
づ

く
り

活
⼒

あ
る

地
域

づ
く

り
は

、
ま

ち
協

か
ら

宇
陀

市
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
推

進
事

業

ウ
ェ

ル
ネ

ス
シ

テ
ィ
“

う
だ
”

推
進

事
業

②
地

域
公

共
交

通
の

整
備

持
続

可
能

な
地

域
公

共
交

通
 

 
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

事
業

近
鉄

榛
原

駅
周

辺
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
宇

陀
松

⼭
周

辺
地

区
の

ま
ち

づ
く

り

室
⽣

⼝
⼤

野
駅

周
辺

及
び

 
 

室
⽣

寺
⾨

前
地

区
の

ま
ち

づ
く

り

う
た

の
古

市
場

地
区

周
辺

の
ま

ち
づ

く
り

ウ
ェ

ル
ネ

ス
シ

ニ
ア

健
康

学
校

安
⼼

・
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
事

業
⾼

齢
者

等
⾒

守
り

隊

５
．
と
も
に
 
え
あ

う
地
域
づ
く
り

１
．
病
気
の
予
防
と

健
康
づ
く
り

３
．
介
護
予
防
と
 

き
が
い
づ
く
り

２
．
 
ど
も
た
ち
の

体
 
向
上

４
．
歩
き
た
く
な
る
、

仕
事
が
続
け
ら
れ

る
環
境
づ
く
り

６
．
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
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１
．
地

域
連

携
の

強
化

 

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

を
中

心
に

、
地

域
の

連
携

と

地
域

の
課

題
解

決
を

図
り

、
市

民
が

主
役

の
地

域
づ

く
り

・
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
し

ま
す

。
 

■
地

域
全

体
で

身
近

な
支

え
合

い
を

行
う

こ
と

で
、

市
民

の
健

康
で

安
心

し
た

生
活

に
繋

げ
ま

す
。

 

■
医

療
介

護
・

防
災

へ
の

対
応

力
を

高
め

る
た

め
、

宇
陀

市
と

そ
の

周
辺

地
域

と
の

連
携

を
強

化
で

き

る
よ

う
に

支
援

し
ま

す
。

 

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）

 
平

成
2

7
年

基
準

値
 

平
成

3
1

年
目

標
値

 
担

当
課
 

高
齢

者
見

守
り

隊
登

録
数

 

自
主

防
災

組
織

の
結

成
率

 

ウ
ェ

ル
ネ

ス
シ

ニ
ア

健
康

学
校

卒
業

生
 

1
3

自
治

会
 

6
1
.6

6
％

 

4
0

人
 

1
00

自
治

会
 

1
0
0
％

 

1
20

人
 

健
康

増
進

課
 

介
護

福
祉

課
 

ま
ち

づ
く
り

支
援

課
 

危
機

管
理

課
 

 

具
体
的
な
施

策
①
 

市
民
が
主
役

の
地
域

づ
く
り

・
ま
ち

づ
く
り
に

よ
る
地

域
連
携

の
強
化
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

活
力

あ
る

地
域

づ
く

り
は

、
ま

ち
協

か
ら

 
・

時
代

に
あ

っ
た

地
域

を
つ

く
り

（
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
）

を
中

心
に

事
業

展
開

を
行

い
、

地
域

の
連

携
と

地
域

の
課

題
解

決
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
の

中
で

の
経

済
循

環
の

仕
組

み
を

形
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

主
導

で
ま

ち
の

賑
わ

い
を

生
み

出
す

た
め

に
係

る
経

費
の

補
助

 

補
助

メ
ニ

ュ
ー

例
：

高
齢

者
居

場
所

づ
く

り
、

特
産

品
開

発
、

空
き

家
活

用
、

地
域

の
魅

力
創

造
 

等
 

・
平

成
3

1
年

度
に

は
地

域
全

域
を

カ
バ

ー
で

き
る

よ
う

に
2

0
団

体
を

目
指

す
 

ウ
ェ

ル
ネ

ス
シ

ニ
ア

健
康

学
校

 
・

高
齢

者
を

対
象

に
、

学
習

、
運

動
、

創
造

の
時

間
と

な
る

ウ
ェ

ル
ネ

ス
シ

ニ
ア

学
校

を
開

設
 

・
高

齢
者

が
指

導
す

る
喜

び
や

学
ぶ

喜
び

を
感

じ
、

地
域

サ
ロ

ン
や

ま
ち

協
等

で
匠

の
技

を
伝

承
す

る
等

活
躍

す
る

こ
と

で
、

生
き

が
い

づ
く

り
や

仲
間

づ
く

り
に

繋
げ

る
 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

育
成

に
努

め
る

 

高
齢

者
等

見
守

り
隊

 
・

在
宅

の
高

齢
者

等
に

対
し

、
声

掛
け

、
見

守
り

、
安

否
確

認
等

、
身

近
な

支
え

合
い

を
行

う
 

 

・
高

齢
者

等
の

孤
独

解
消

及
び

安
心

感
提

供
並

び
に

孤
独

死
防

止
を

図
り

、
高

齢
者

の
安

心
な

暮
ら

し
を

守
る

 
 

安
心

・
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
事

業
 

■
災

害
時

避
難

体
制

整
備

事
業

 

・
災

害
時

に
お

け
る

避
難

体
制

の
充

実
・

強
化

を
図

る
た

め
、

自
主

防
災

活
動

へ
の

支
援

及
び

避
難

所
施

設
・

設
備

整
備

を
行

う
 

■
避

難
行

動
要

支
援

者
対

策
事

業
 

・
災

害
対

策
基

本
法

に
規

定
す

る
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

整
備

と
情

報
共

有
化

を
行

い
、

地
域

支
援

関
係

者
と

連
携

し
て

避
難

対
策

の
個

別
計

画
を

策
定

し
、

災
害

時

の
避

難
支

援
体

制
の

充
実

を
図

る
 

  
 

数
値

目
標

 

地
域

づ
く
り

取
り

組
み

件
数

：1
2

件
(
H
2
6
)
 ⇒

 1
0
0

件
(
H
3
1
)
 
 
 
・健

康
寿

命
県

内
順

位
： 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⇒

 1
位

(
H
3
1
)
 

男
性

：2
2

位
 

女
性

：2
8

位
 

（H
2
3
-
H
2
5
 

平
均

） 
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２
．
健

幸
都

市
ウ

ェ
ル

ネ
ス

シ
テ

ィ
宇

陀
市

の
実

現
 

市
民

の
誰

も
が

健
康

で
幸

せ
と

思
え

る
ま

ち
、

生
き

が
い

を
感

じ
、

安
心

し
て

豊
か

な
生

活
を

送
れ

る
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
 

■
市

民
一

人
ひ

と
り

が
楽

し
み

な
が

ら
、
日

常
的

に
運

動
に

取
り

組
め

る
よ

う
な

仕
組

み
を

充
実

し
ま

す
。

 

■
地

域
の

人
々

が
健

康
イ

ベ
ン

ト
で

顔
を

合
わ

す
こ

と
で

、
人

の
つ

な
が

り

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

健
康

増
進

意
識

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

 

■
高

齢
と

な
っ

て
介

護
が

必
要

と
な

っ
て

も
、
住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
し

て
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
「

医
療

」
「

介
護

」
「

介
護

予
防

」

「
生

活
支

援
」
「

す
ま

い
」

が
適

切
に

提
供

さ
れ

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス

テ
ム

の
構

築
を

目
指

し
ま

す
。

 

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）

 
平

成
2

7
年

基
準

値
 

平
成

3
1

年
目

標
値

 
担

当
課
 

特
定

健
康

診
査

受
診

率
 

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

居
宅

 

サ
ー

ビ
ス

の
給

付
割

合
 

医
療

介
護

あ
ん

し
ん

セ
ン

タ
ー

認
知

度
 

訪
問

診
療

認
知

度
 

2
4
.7

％
 

3
5
.3

％
  

4
7
.8

％
 

6
7
.0

％
 

6
0
％

 

4
0
％

  

6
0
％

 

7
0
％

 
介

護
福

祉
課

 

医
療

介
護

あ
ん

し
ん

セ
ン

タ
ー

 

健
康

増
進

課
 

 

具
体
的
な
施

策
①
 

健
幸
を
目
指

し
た
ウ

ェ
ル
ネ

ス
シ
テ

ィ
の
推
進
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

ウ
ェ

ル
ネ

ス
シ

テ
ィ

“
う

だ
”

推
進

事
業

 

■
け

ん
こ

う
マ

イ
メ

モ
リ

ー
 

・
Ｉ

Ｔ
健

康
管

理
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
、

一
日

の
歩

数
や

消
費

カ
ロ

リ
ー

、
活

動
量

を
計

測
す

る
こ

と
で

、
運

動
習

慣
化

を
図

り
、

健
康

寿
命

の
延

命
を

図
る

 

・「
ケ

ン
コ

ウ
マ

イ
手

帳
」

の
使

い
方

を
指

導
す

る
健

康
指

導
員

に
対

し
て

も
研

修
を

行
う

等
し

て
、

地
域

を
指

揮
し

て
Ｉ

Ｔ
健

康
管

理
シ

ス
テ

ム
の

使
い

方
等

を
説

明
し

、
地

域
の

健
康

管
理

を
先

導
で

き
る

よ
う

に
指

導
す

る
 

■
お

は
よ

う
ラ

ジ
オ

体
操

 

・
地

域
に

お
け

る
ラ

ジ
オ

体
操

の
実

施
を

促
進

す
る

 

・
ラ

ジ
オ

体
操

を
き

っ
か

け
と

し
て

集
ま

る
こ

と
、

ま
た

地
域

の
人

た
ち

と
顔

を
合

わ
せ

る
こ

と
で

、
人

と
人

と
の

繋
が

り
を

強
く

し
、

さ
ら

に
地

域
の

人
同

士
で

の
子

ど
も

た
ち

・
高

齢
者

た
ち

の
見

守
り

活
動

に
繋

げ
る

 

・
ラ

ジ
オ

体
操

以
外

に
も

、
筋

力
ア

ッ
プ

の
運

動
な

ど
も

実
施

す
る

 

■
健

康
ポ

イ
ン

ト
事

業
 

・
ウ

ェ
ル

ネ
ス

事
業

に
参

加
す

る
こ

と
で

集
ま

る
ポ

イ
ン

ト
に

よ
り

記
念

品
と

交
換

で
き

る
制

度
に

よ
り

、
受

診
率

向
上

、
健

康
づ

く
り

の
講

座
や

ウ
ェ

ル
ネ

ス
イ

ベ
ン

ト
の

参
加

な
ど

積
極

的
な

健
康

づ
く

り
の

取
り

組
み

へ
の

参
加

促
進

を
図

る
 

■
毎

月
の

ウ
ェ

ル
ネ

ス
イ

ベ
ン

ト
 

・
春

の
ウ

ェ
ル

ネ
ス

ウ
ォ

ー
ク

等
の

ウ
ェ

ル
ネ

ス
シ

テ
ィ

に
関

す
る

イ
ベ

ン
ト

を
毎

月
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ウ

ェ
ル

ネ
ス

シ
テ

ィ
の

事
業

参
加

者
を

増
や

し
、

効
果

を
高

め
て

い
く

全
般

的
な

啓
発

を
図

る
 

■
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
ロ

ー
ド

整
備

事
業

 

・
健

幸
都

市
ウ

ェ
ル

ネ
ス

シ
テ

ィ
の

実
現

に
向

け
て

歩
き

た
く

な
る

環
境

を
推

進
す

る
た

め
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

ロ
ー

ド
を

整
備

す
る

 

宇
陀

市
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス

テ
ム

推
進

事
業

 

 

■
在

宅
医

療
・

介
護

等
に

つ
い

て
の

総
合

相
談

 

・
保

健
師

・
看

護
師

・
社

会
福

祉
士

・
主

任
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

が
相

談
対

応
し

、
市

立
病

院
を

は
じ

め
各

医
療

機
関

や
介

護
関

係
施

設
や

事
業

所
、

行
政

担
当

課
等

と
Ｉ

Ｃ
Ｔ

等
の

活
用

に
よ

り
連

携
し

対
応

す
る

 

■
在

宅
医

療
・

介
護

の
情

報
把

握
・

発
信

 

・
医

療
介

護
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
の

発
行

と
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

掲
載

等
を

行
い

情
報

発
信

す
る

 

■
認

知
症

対
策

事
業

 

・
認

知
症

の
進

行
状

況
に

併
せ

て
、

い
つ

、
ど

こ
で

、
ど

の
よ

う
な

医
療

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

れ
ば

よ
い

か
標

準
的

な
方

法
を

示
す

認
知

症
ケ

ア
パ

ス
の

普
及

や
、

認
知

症
の

人
を

地
域

で
支

援
す

る
サ

ポ
ー

タ
ー

を
増

や
す

取
り

組
み

（
養

成
講

座
）

ほ
か

認
知

症
に

つ
い

て
の

市
民

啓
発

を
行

う
 

・
ま

た
認

知
症

の
相

談
に

つ
い

て
、

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

を
つ

く
り

対
応

す
る

 

■
市

民
へ

の
普

及
啓

発
 

・
在

宅
医

療
・

介
護

・
認

知
症

・
権

利
擁

護
等

に
つ

い
て

広
報

や
講

演
会

、
地

域
ケ

ア
会

議
等

で
市

民
に

普
及

啓
発

す
る
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３
．

誰
も

が
住

み
良

い
コ

ン
パ

ク
ト
な

ま
ち

づ
く

り
の

実
現

 

市
街

地
や

地
域

の
拠

点
を

ネ
ッ

ト
（

網
状

）
で

結
ぶ

こ
と

で
、

各
地

域
の

中
心

地
及

び
市

街
地

周
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
向

上
さ

せ
、

市
民

生

活
に

身
近

な
商

店
街

や
公

共
施

設
、

快
適

な
住

環
境

が
整

っ
た

コ
ン

パ

ク
ト

な
ま

ち
づ

く
り

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

 

ま
た

、
地

域
住

民
・

交
通

事
業

者
・

行
政

が
一

体
と

な
っ

て
持

続
可

能
な

地
域

公
共

交
通

を
育

て
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
地

域
間

の
連

携
を

強

化
し

ま
す

。
 

■
コ

ン
パ

ク
ト

な
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
て

、
県

と
市

が
連

携
協

定
を

締

結
の

う
え

、
協

働
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
し

、
駅

前
の

ア
ク

セ
ス

や
利

便
性

を
向

上
さ

せ
る

と
と

も
に

、
都

市
機

能
を

充
実

さ
せ

る
各

種
施

設
を

整
備

し
、

多
く

の
人

々
が

集
ま

れ
る

よ
う

に
し

ま
す

。
 

■
地

域
資

源
を

活
用

し
て

市
外

か
ら

の
来

訪
者

を
受

け
入

れ
る

だ
け

で

な
く

、
地

域
住

民
の

生
活

が
向

上
す

る
よ

う
な

ま
ち

づ
く

り
を

行
い

ま
す

。
 

■
公

共
交

通
が

生
活

に
密

着
し

、
よ

り
利

用
し

や
す

い
も

の
と

な
る

よ

う
に

、
地

域
住

民
・

交
通

事
業

者
・

行
政

が
一

体
と

な
っ

て
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

 

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）

 
平

成
2

7
年

基
準

値
 

平
成

3
1

年
目

標
値

 
担

当
課
 

榛
原

駅
前

通
り

通
行

者
数

 

重
伝

建
地

区
（
宇

陀
松

山
）
訪

問
客

数
 

室
生

寺
周

辺
訪

問
客

数
 

「
奈

良
カ

エ
デ

の
郷

ひ
ら

ら
」
周

辺
訪

問

者
数

 

5
0

人
／

時
 

2
8

万
人

／
年

 

1
9

万
人

／
年

 

2
万

人
／

年
    

1
00

人
／

時
 

3
5

万
人

／
年

 

3
0

万
人

／
年

 

5
万

人
／

年
    

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
 

各
地

域
事

務
所

 

企
画

課
 

 

具
体
的
な
施

策
①
 

小
さ
な
拠
点

づ
く
り
 

事
業

名
 

目
指

す
べ

き
ま

ち
づ

く
り

の
概

要
 

近
鉄

榛
原

駅
周

辺
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
 

・
駅

周
辺

に
あ

る
既

存
施

設
等

の
地

域
資

源
を

活
用

し
つ

つ
、

都
市

機
能

を
集

約
し

、
宇

陀
市

の
中

心
地

と
し

て
ふ

さ
わ

し
い

ま
ち

を
目

指
す

 

・
宇

陀
市

の
中

心
地

と
し

て
4

地
域

を
強

力
な

有
機

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

結
び

、
宇

陀
市

の
魅

力
を

さ
ら

に
広

げ
て

い
く

 

宇
陀

松
山

周
辺

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

 
・

松
山

城
跡

周
辺

の
景

観
や

重
伝

建
の

ま
ち

な
み

、
薬

草
、

ア
ニ

マ
ル

パ
ー

ク
な

ど
、

市
内

有
数

の
観

光
資

源
を

活
用

し
た

賑
わ

い
が

あ
る

ま
ち

を
目

指
す

 

う
た

の
古

市
場

地
区

周
辺

の
ま

ち
づ

く
り

 
・

地
区

周
辺

を
散

策
し

て
記

紀
万

葉
の

歴
史

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
、

ま
た

、
地

場
産

業
の

伝
統

技
術

を
活

用
し

て
産

業
が

活
性

化
さ

れ
た

、
懐

か
し

さ
と

賑
わ

い
の

あ
る

ま
ち

を
目

指
す

 

室
生

口
大

野
駅

周
辺

及
び

室
生

寺
門

前
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
 

・「
女

人
高

野
」

室
生

寺
の

賑
わ

い
あ

る
門

前
町

と
室

生
山

上
公

園
で

芸
術

を
肌

で
感

じ
ら

れ
る

ま
ち

を
目

指
す

 

・
室

生
口

大
野

駅
周

辺
を

、
賑

わ
い

が
あ

り
、

歩
い

て
楽

し
く

住
み

続
け

ら
れ

る
、

高
齢

者
に

も
優

し
い

ま
ち

を
目

指
す

 

 

具
体
的
な
施

策
②
 

地
域
公
共
交

通
の
整

備
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 

持
続

可
能

な
地

域
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
事

業
 

■
「

健
幸

都
市

 
ウ

ェ
ル

ネ
ス

シ
テ

ィ
宇

陀
市

」
実

現
を

目
指

す
ま

ち
づ

く
り

を
支

え
る

地
域

公
共

交
通

維
持

・
活

性
化

事
業

 

・
榛

原
駅

周
辺

の
乗

り
継

ぎ
拠

点
と

し
て

の
整

備
及

び
道

の
駅

「
宇

陀
路

大
宇

陀
」

再
整

備
と

連
携

し
た

乗
継

拠
点

の
整

備
等

を
図

る
 

■
市

域
全

体
を

カ
バ

ー
す

る
地

域
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
事

業
 

・
市

内
の

主
要

拠
点

施
設

を
中

心
と

す
る

将
来

地
域

公
共

交
通

網
等

の
検

討
を

図
る

 

■
地

域
特

性
に

応
じ

た
多

様
な

交
通

手
段

に
よ

る
持

続
可

能
な

地
域

公
共

交
通

の
再

編
 

・
市

営
有

償
バ

ス
（

大
宇

陀
南

部
線

・
榛

原
大

野
線

）・
デ

マ
ン

ド
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

・
公

共
交

通
空

白
地

有
償

バ
ス

（
ら

く
ら

く
バ

ス
）

の
運

行
形

態
の

見
直

し
・

改
善

等
を

図
る

 

■
地

域
住

民
・

交
通

事
業

者
・

行
政

が
一

体
と

な
っ

た
地

域
公

共
交

通
育

成
事

業
 

・
沿

線
住

民
・

沿
線

事
業

所
・

学
校

・
転

入
者

等
に

対
す

る
モ

ビ
リ

テ
ィ

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

社
会

実
験

等
の

実
施

を
図

る
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3.6 客観的な効果検証を実施する仕組みの構築支援 

(1) ＰＤＣＡサイクル構築の支援 

宇陀市総合戦略を推進するためには、施策の実施状況及び目標の達成状況を定期的に把握

し、計画の進捗状況を評価し、その結果に基づき改善を行い、さらに改善に基づき施策を見

直す「PDCA サイクル」を構築し、適切に運用することが必要である。 

特に、宇陀市総合戦略より設定される数値目標については、評価プロセスにおいて設定目

標の適切性、数値の客観性と妥当性を検証し、場合によっては設定自体を見直すことにより、

形骸化しないようにすることが重要になる。 

 

 

図－ 6 宇陀市総合戦略ＰＤＣＡサイクル 
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参考資料 住民アンケートの整理概要 

(1) 「しごと」に関するアンケートの概要 

＜アンケートを踏まえた住民のニーズ及び必要と考える主な施策＞ 

「しごと」に関する 

政策パッケージ 

アンケートから 

得られた主なニーズ 
必要と考える主な施策 

１．基幹産業である農林業

の再生・活性化 

農林業の活性化  宇陀の特産物のブランド化 

 耕作放棄地の活用 

 農業を希望する若者への支援 

 林業振興 

２．地域資源を活かした観

光戦略 

宇陀市の地域資源による

観光地の魅力発信 

 自然の良さを活かした観光産業の

アピール 

 街おこしイベント等を活用した宇

陀市の知名度向上 

 メディアに取り上げられるような

施策・イベントの実施 

３．地場産業等への支援に

よる仕事づくり 

 

企業誘致・仕事創生  企業誘致と減税対策 

 工業団地の建設 

 大企業の誘致、研究所等の建設地

としての立候補 

 市の施設の民間委託 

市内産業の支援  市内産業への支援 

 

＜１．基幹産業である農林業の再生・活性化＞ 

アンケートから得られた意見の一部を以下に示す。 

 

表 人口減少・高齢化の進展に対して、宇陀市にとって必要と考える取り組みについて 

（主な意見の抜粋） 

アンケートから得られた主な意見（抜粋） 

・宇陀市の特産物作り（地域ブランド化）。 

・農業に力を入れた、特産品の作成。 

・宇陀市の土地柄にあった野菜等の作成。 

・耕作放棄地（眠っている土地）の活用。 

・農業を希望する若者へのＩターンの促進。住居の世話等も含めた総合的に支援をすることを条

件に全国（特に農業の学校等）からＩターン希望者を募集。 

・林業振興。                                    等
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＜２．地域資源を活かした観光戦略＞ 

アンケートから得られた意見の一部を以下に示す。 

 

表 人口減少・高齢化の進展に対して、宇陀市にとって必要と考える取り組みについて 

（主な意見の抜粋） 

アンケートから得られた主な意見（抜粋） 

・自然の良さを伝えるような、サービス業等の充実。 

・観光産業等で魅力ある街であることのアピール。 

・街おこしイベントや地域特産品をアピールした、宇陀市の知名度アップ。 

・観光事業の強化。 

・観光に力を入れたイベント、行事等の開催。 

・宇陀にある歴史・文化のポテンシャルの twitter 等のＳＮＳでの積極的な発信。 

・「奈良カエデの郷ひらら」のような、古い建物を利用した、ママ＆子供、お老よりたちが楽し

めるイベントの開催。またその発信。 

・宇陀市が魅力的な町であることのＰＲ。 

・何か１つでもメディアに大きく取りあげられるような施策・イベントの実施。 

・宇陀市は良い所が沢山あるのにあまり知られていない様な気がする。古い歴史と素晴らしい自

然環境に恵まれた宇陀市をアピールした観光誘致が重要。               等

 

＜３．地場産業等への支援による仕事づくり＞ 

アンケートから得られた意見の一部を以下に示す。 

 

表 人口減少・高齢化の進展に対して、宇陀市にとって必要と考える取り組みについて 

（主な意見の抜粋） 

アンケートから得られた主な意見（抜粋） 

・企業誘致と減税対策。 

・工業団地の建設やＩＴ企業の転入。 

・大企業の研究所等を作って頂く場所としての立候補等。 

・宇陀市グルメを公募し、各地アンテナショップ、道の駅での展開。 

・宇陀市内での就職先の拡充。 

・通勤圏内の就職情報の新聞折り込み、うだチャンＴＶでの積極的な周知。 

・市の施設を民間に運営委託。 

・市内産業にへの雇用助成金の拡充。                         等
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(2) 「ひと」に関するアンケートの概要 

＜アンケートを踏まえた住民のニーズ及び必要と考える主な施策＞ 

「ひと」に関する 

政策パッケージ 

アンケートから 

得られた主なニーズ 
必要と考える主な施策 

１．暮らしやすい宇陀市へ

の移住・定住の促進 

定住者・移住者確保  Ｕターン就職の斡旋 

 Ｉターン者への安価での住宅提供

 若い世代の住宅補助 

 育児をしながら仕事をする女性を

サポートできるような環境作り 

 宇陀市の魅力のＰＲ 

２．結婚・出産・子育ての

切れ目のない支援の充

実 

助成金  出産費用の無償支給 

 3 人目以降の子供手当の増額 

地域ぐるみの子育て支

援・青少年育成活動 

 地域全体での子育ての支援 

 子どものためのイベントの企画 

保育所に預ける時間の長

時間化 

 保育園の保育時間の延長 

 学童保育の充実 

３．子どもが心身ともに健

やかに成長する教育環

境の充実 

教育環境の充実  英語教育の充実 

 地産地消の充実 

 自然を活かした教育の充実 

 

＜１．暮らしやすい宇陀市への移住・定住の促進＞ 

アンケートから得られた意見の一部を以下に示す。 

 

表 人口減少・高齢化の進展に対して、宇陀市にとって必要と考える取り組みについて 

（主な意見の抜粋） 

アンケートから得られた主な意見（抜粋） 

・Ｕ・Ｉターンなどの人への給配金など。 

・農業を希望する若者もいる。そのような若者へのＩターンの促進。 

・住宅購入等に係る補助制度や土地の無償貸与による定住者確保 

・女性が働きやすい環境の整備 

・宇陀市の良い所を全国にもっとアピールし少しでも若い人達を移住し、永住できるようする。

・魅力的な町であることをＰＲ。 

・移住者支援を充実させてＰＲもすれば田舎が好きな若者は入ってくると思う。その為に地元の

人とつながれる機会の創出、空き家・仕事の紹介が必要。              等 
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＜２．結婚・出産・子育ての切れ目のない支援の充実＞ 

宇陀市では、子育て環境について、「助

成金の増額」「地域ぐるみでの子育て支

援・青少年育成活動」「保育所に預ける

時間の長時間化」が重要であるという意

見が多い。 

 

図 宇陀市に求める子育て環境 

 

また、アンケートから得られた意見の一部を以下に示す。 

表 人口減少・高齢化の進展に対して、宇陀市にとって必要と考える取り組みについて 

（主な意見の抜粋） 

アンケートから得られた主な意見（抜粋） 

・出産費用の無償支給が必要。 

・3 人目の子供から子供手当を増額。（現状よりももっと多く） 

・高齢者や子ども等年齢を問わず集える施設（集会場）のような物の建設、地域の人への開放。

たたみの部屋でお昼寝し、喫茶コーナーでお茶することによる、地域全体での情報交換や高齢

者・子どもの見守りの実施。 

・もっと子育てしてよかった～と思えるような、子どものためのイベントなどの企画。 

・保育園の保育時間の延長や学童保育の充実が必要。 

・保育所の時間が短い。保育時間が短いと、働く子育て世代の家族は、自然豊かな所で子供を育

てたくても条件的に宇陀市に住むことは困難。                    等

 

＜３．子どもが心身ともに健やかに成長する教育環境の充実＞ 

アンケートから得られた意見の一部を以下に示す。 

 

表 人口減少・高齢化の進展に対して、宇陀市にとって必要と考える取り組みについて 

（主な意見の抜粋） 

アンケートから得られた主な意見（抜粋） 

・小学校から本格的な英語教育に取り組んでいる（実用性の良い教育プログラム）こと、給食甲

子園出場等、もっとＰＲすることが重要。 

・地産地消の充実。 

・教育環境も自然や風土を活かした、もっと特化した教育の実践。（例えば、校舎を持たない「鳥

取県 まるたんぼう」のような、山の幼稚園のようなもの 等） 

・都会では経験できないような、自然の中での学習。                  等

130

45

75

40

57

69

44

53

76

42

0 50 100 150

助成金の増額

保育所数の増加

保育所に預ける時間の長時間化

子育て方法を学ぶ機会の提供

育児休暇制度普及率の向上

学校教職員の資質向上

学校教育の充実（情報化・国際化）

学校教育の充実（体験学習・環境教育）

地域ぐるみの子育て支援・青少年育成活動

その他
n=631
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(3) 「まち」に関するアンケートの概要 

＜アンケートを踏まえた住民のニーズ及び必要と考える主な施策＞ 

「まち」に関する 

政策パッケージ 

アンケートから 

得られた主なニーズ 
必要と考える主な施策 

１．地域連携の強化 高齢者の就業支援  高齢者への働く場所の提供 

 地域ぐるみで高齢者が子育てをで

きる環境の整備 

地域での高齢者の交流・

見守り支援 

 高齢者を見守る制度の策定 

 高齢者がコミュニケーションをと

る場の創出 

２．健幸都市ウェルネスシ

ティ宇陀市の実現 

健康増進 

医療・介護・福祉の充実 

 健康寿命の増進及びそのアピール

 医療・介護・福祉の充実 

 高齢者向けの施設等の充実 

 地域間連携 

３．誰もが住み良いコンパ

クトなまちづくりの実

現 

公共交通空白地域の解消 

 

 コミュニティバスの充実 

 送迎バスの導入 

観光地等の活性化  駅・道の駅の活性化 

 室生方面への交通網の強化 

 

＜１．地域連携の強化＞ 

アンケートから得られた意見の一部を以下に示す。 

表 人口減少・高齢化の進展に対して、宇陀市にとって必要と考える取り組みについて 

（主な意見の抜粋） 

アンケートから得られた主な意見（抜粋） 

・高齢者に仕事をしてもらうことによる、高齢者の収入増及び市の税収増。 

・リタイア後の高齢者の就業支援の場とした地域ぐるみで子育てのできる環境の整備。高齢化を

逆手にとった施策が重要。 

・高齢者への仕事の提供。 

・シルバー人材による子どもの一時あずかり制度の特例認可。 

・高齢者が働ける場所を作るための定年制や再雇用の年齢の引き上げ。高齢者人口が多い地域な

らではの制度の導入。 

・１人住まいの老人を見守る制度の策定。（それによる雇用創出。） 

・高齢者のためのコミュニティ活動。 

・高齢者や子ども等年齢を問わず集える施設（集会場）のような建物の建設。地域の人への開放。

・福祉ゾーン等、保育園、老人ホーム、病院、公園などが一帯となる場所の創出。     等
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＜２．健幸都市ウェルネスシティ宇陀市の実現＞ 

アンケートから得られた意見の一部を以下に示す。 

 

表 人口減少・高齢化の進展に対して、宇陀市にとって必要と考える取り組みについて 

（主な意見の抜粋） 

アンケートから得られた主な意見（抜粋） 

・大学、企業と連携した、高齢者の健康寿命の増進を目的としたモデル地区としての宇陀市のア

ピール。 

・宇陀市内での病院（小児科、産婦人科）の増設。 

・宇陀市内に救急対応の病院がないのが不安。（桜井方面に搬送されるのをよく見るため） 

・地域医療の充実とそれに関連する雇用の拡大。 

・医療・福祉の充実。 

・宇陀市内での医療環境充実と自立。 

・高齢者向けの施設やサービスの充実。また、同施設・サービスのための雇用創出。 

・宇賀志小学校などの廃校になった校舎の有効活用。老人ホームやデイサービス施設の創設によ

る、高齢者の生活の満足度向上、仕事の創出。 

・宇陀市の土地を有効活用した、福祉（高齢者）施設の誘致。 

・地域で高齢者を見守る、「認知症患者を守る、防ぐ」ための地域間連携。        等

 

＜３．誰もが住み良いコンパクトなまちづくりの実現＞ 

アンケートから得られた意見の一部を以下に示す。 

 

表 人口減少・高齢化の進展に対して、宇陀市にとって必要と考える取り組みについて 

（主な意見の抜粋） 

アンケートから得られた主な意見（抜粋） 

・公共交通が通っていない地域における送迎バスの運行。 

・公共交通不便地域における、格安での送迎の実施。 

・小型のバスの増便。 

・コミュニティバス等、交通機関の充実。 

・山間部などへの転居者の増加に向けた交通の整備。 

・“田舎暮らし”をすすめるための、高齢者の足（交通）の確保。 

・道の駅など他県の方たちが立ち寄る場所の活性化、アピール。 

・駅や道の駅活性。 

・夜間、観光地（室生など）が真っ暗。イメージが「暗い」ことの解消。 

・室生方面へのバスの運行。公のサービスの充実。                   等

 

－33－
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